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講 義 の 概 要

N.Dunford attd J.T.schwtttz[61,N.Dinculeanu[51,J.Diestel and J.J.Uhl,Jr.t31,

さらにはI.Kluvanek and G.Knowにs tlの名著を紐解けばわかるように,ベクトル測度
の研究では,

●Radon_Nikodttlnの定理やマルチンゲール収束定理とBanach空 間の幾何的性質と

の関係

・連続関数空間からBanach空 間への作用素のベクトル測度によるRieszタイプの表

現とその分類

●ベクトル測度の値域に関する問題

●スペクトル作用素の研究

●ベクトル測度の積測度の存在性とそれによるBanach空 間の分類

さらにはこれらの議論を展開するのに必要不可欠な

●スカラー値関数のベクトル測度にによる積分(Bartle_Dunford―Schwartz―Lewis積分)

●ベクトル値関数のベクトル測度によるBartleの双線形ベクトル積分

などの問題に焦点が当てられてきた。

応用面に目を転じてみても,無 限自由度をもつ制御系における最適制御問題や,量 子場

の理論におけるFeynman―Kac形 式の定式化などでベクトル測度が活躍している。特に,状

態空間上で作用する連続線形作用素からなる半群と,観 測手段を与えるスペクトル測度の

両者によつてその発展が記述される物理系の数学的考察と関連して,作 用素値ベクトル測

度の性質及びそれらによる積分が盛んに研究されている。

これら従来の研究は,個 々のベクトル測度のもつ様々な性質を詳細に調べることに重点

が置かれてきた.と ころが最近になって,M.Dekiert plに より正値測度や実測度に対する

測度の弱収束の概念の自然な拡張としてベクトル測度の弱収束の概念が導入され以来,ベ

クトル測度一つ一つの持つ性質の解明だけでなく,ベ クトル測度から成る空間の (ベクト

ル測度の弱収束に関する)位 相的性質の解明が,ベ クトル測度の研究領域の中に新たな興

味ある研究対象を提示するようになってきている。

ベクトル測度の研究に対しては,“その理論は通常の測度論で,実 数直線 Rを Banach

空間ズ に,絶 対値 |・|をノルム‖。||に置き換えただけではないか
"と いう偏見がある。も

ちろんこのような単純な置き換えによつて定式化される命題や証明手法があることは否定

できない。しかし,わ れわれがこれから取り扱うのはこのような単純な抽象化で解決でき

る問題ではない。この講義で取り扱 う題材は,実 測度の場合と明らかに異なる (一般に困

難な)状 況が証明の中に出現する問題や,取 る値の空間がBanach空 間のような無限次元

空間であることにより本質的に生じる問題 (例えば,ノ ルム位相と弱位相の違いに起因す

る問題)で ある。

第 0章 は 「Banach空 間論 。沢J度論からの準備」と題し,講 義の中で引用されるBanach

空間論及び測度論の重要な結果を,付 随する定義も含めて解説する。また,受 講生の便宜

を考えて,付 章 「講義で参照される定理」でまとめておく。証明は例えば,降 ,qを 見よ.

第 1章は 「ベクトル測度の定義と基本的性質」と題し,ベ クトル測度の定義から始めて,

その全変動,半 変動などの用語とその基本的な性質を準備する。

第 2章 「ベクトル測度の可算加法性 (OrliCZ―Pettisの定理)」では,ベ クトル測度の値の

空間が無限次元であることにより生じる問題の一つとして,弱 位相に関する可算加法性と



ノルム位相に関する可算加法性 との間の関係を取 り扱 う。

第 3章 「Cottrol measllresの存在性 (Bartle_Dunford―Schwartzの定理)」では,ベ ク ト

ル測度の理論を深化 させるのに必要不可欠な control measureの存在性に関する Bartle―

Dunford―Schwartzの定理について述べる,こ の定理は実測度全体からなるBttach空 間の

部分集合の相対コンパク ト性に関する深遠な結果の帰結として得 られる。

第 4章 「その他の重要な定理」で紹介される定理は,ベ ク トル測度のみならず実測度に

対 しても重要かつ有益なものである。しかし,そ の証明は実測度の場合と同様に示せるか,

あるいは実測度の場合の結果から簡単に導けるものであり,証 明なしで結果を述べるにと

どめる.

ベク トル測度の理論展開に際 して重要な道具の
一つである,ス カラー値関数のベク ト

ル測度による積分 (Bartle_Dunford_Schwartz―Lewis積 分)は ,第 5章 「Bartle―Dunford‐

Schwartz―Lewis積 分」で詳細に述べる。この積分理論の展開に際しては,す でに第 3章 で

述べたベク トル測度に対するcontrol measureが重要な役割を果たす.

第 6章 「ベク トル測度の正則性」では,位 相空間上のベク トルに対して様々なタイプの

正則性を導入する。さらに,そ れ らの正則性は対応する実測度の正則性で判定できること

を示す。

この講義最後の章である第 7章 「弱コンパク ト作用素の表現 (Riesz…Kakutaniの 定理の

拡張)では,ベ ク トル測度の理論の作用素論への重要な貢献の
一つであるBartle―Dunford―

Schwartzの定理を紹介する。この定理はヨンパク ト空間 S上 の連続関数全体からなるBa―

nach空 間 σ(S)上 の有界線形汎関数の表現定理 として有名な Riesz―Kakutaniの 定理の拡

張であり,弱 コンパク ト作用素 T:σ (S)→ Xが Banach空 間 ズ に値を取るベク トル測度

で表現されることを主張している。この定理により,そ の性質が調べにくかつた弱コンパ

ク ト作用素の解明が飛躍的に進展 した。

最後になりましたが,今 回の講義の機会を与えていただいたお茶の水女子大学教授 ・前

田ミチエ先生に感謝の意を捧げる。
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付章 :講義で参照される定理

測度論からの準備

・写像の可測性

(1)Q,ス),(0,β)は可測空間,ξ:Ω→ 0は 写像とする。このとき,cが (ス,β)コ可測

ど当VB cβに対してξ
~1(β
)Cス・

(2)メ:Ω→ Rは 実数値関数とする。このとき,す が3orel可測 選当 Vac Rに 対して

てりCΩ :す(り)<a}C.4・

・集合族によつて生成されるσ‐集合体.

Ωは空でない集合,つ はΩの部分集合からなる空でない集合族とする。このとき,つ を

含む最小のσ_集合体がただ一つ存在する。それをσ(つ)とかき,ク によつて生成されるび―

集合体という。実際,σ(つ)はクを含むすべてのσ―集合体の共通部分として与えられる。

●可測性の判定.

(Ω,ス),(0,β)は可測空間,βOは どの部分集合族でσ(島)=β どする。ξ:Ω→ 0は

写像とする。このとき,以 下が成り立つ:

(1)σ(ξ
~1(β
o))=ξ
~199)・

(2)ξが(ス,β)二可測― V30c仇 に対してξ
~1(Bo)Cス・

●Dynkin System Theorem,

Ωは空でない集合で,Ω の部分集合からなる集合族 のはDynkin systemと する。す

なわち次の 3つ の条件を満たす:

( a ) ΩC ク・

(b)■,BCの で,BcAな らば九一Bcク .

(C)Al,九2,…・Cの で九角↑五ならばAcの ,

さらに,ど はΩの部分集合からなる集合族で有限積に関して閉じており,ど ⊂のであると

する。このとき,σ(ど)Cつ となる。

・写像族によつて生成されるσ白集合体.

Ωは空でない集合,(0,β)は可測空間,「 はΩから0へ の写像からなる空でない族と

する。このとき,rに 属する写像をすべてβに関して可測にする最小のσ_集合体がΩ上

にただ一つ存在する。それをσ(「)とかき,Fに よつて生成されるσ―集合体という。実際,

σ(「)は

σ(「)=σ(t~1(3):ξCF,Bcβ })

で与えられる.こ のσ_集合体は次の性質をもつ:



となる。さらに

が成り立つ。

●Vitali‐Hahn― Saks Theorem。 (p,ス )は 可測空間,(物 }⊂ Ca(ス),入 C Ca十(九)で

(1)各 物 は 入
…連続

( i i )各ゴ cス に対して limれ→∞物 (」)=γ(ゴ)が存在

と仮定する。このとき,{竹}は
一様に入―連続(1.e.,Vε>0,]び>0;ゴcスで人(ゴ)<びな

らば1挽(J)|<ε fOr句=1,2,….)で,7は 人―連続かつ可算加法的となる.

●Nikodャm'S Cpnvergence Theorem。 (p,ス)は可測空間,(入れ)c ca(ス)で,各

ゴcス に対してlimれ→∞入れ(コ)=入(ゴ)が存在すると仮定する。このとき,ひ 句)は
一様に

可算加法的で,入 c ca(九)となる.

●Nikodttm BOundedness Theorem。 (p,ス)は可測空間,7⊂ ca(ス)とする。各

Ecス に対して supttc財1入(河)|<∞ ならばsupttcM I入|(p)<∞ ・

距離空間論からの準備

・点と集合の距離.

(S,冴)は距離空間,A⊂ Sと する。このとき,点 sと集合 九の距離を

冴(5,■):=inf口(5,サ):サCA}

で定義する。この距離は次の性質をもつ:

(1)不 等式

1冴(5,■)一冴(サ,■)|≦冴(5,サ)fOr al1 5,サcS

を満たす。それゆえ,写 像 scS→ 冴(s,■)は
一
様連続.

(2)Aが 閉集合のとき,scA― 冴(5,つ=0・

・距離空間におけるコンパクト性判定条件.

(S,ど)は距離空間,A⊂ Sとする.こ のとき,次 の条件は同値:

(a)Aは 相対コンパクト,1.e.,五がコンパクト.

(b)五は可算コンパクト,i.e.)五の任意の可算開被覆は有限部分被覆をもつ.

(c)Aは相対点列コンパクト,1.も.,ムの中の任意のふ列は収束する部分夕Uをもつ(収束

先はAに 属する必要はない).

(d)Aは 完備かつAぃ 全有界,1.e.,Vε>0に 対して有限個の点sl,.…,Sれが存在し

て,五 ⊂u挺1,(sら。)とできる(このとき,点 sl,.…,Sれはスに属していなくても

よV )`。この点の集合(sl,…・,Sなのことを集合九の伊網 (ε…net)という。

用0剖洲ド=た団ぬ



・雄離空間における可分性の判定条件.

(S,冴)は距離空間,A⊂ Sと する。このとき次の条件は同値.

(a)Sは 可分.

(b)Sは 第 2可算公理を満たす,1.e.,Sは 可算個の集合からなる開基底をもつ.

(C)Sは fully Lindelbf空間,i.e,,Sの 任意の部分集合の任意の開被覆は可算部分被覆

をもつ.

(d)Sはinfて』(S,サ):S,サCA,s≠サ}>0を満たす非可算部分集合ムをもたない.

位相空間論からの準備

●2つ の位相が一致するための十分条件.

Sは 空でない集合,Tl,れ はS上 の位相とし,Tlは T2よ りも強く,(S,Tl)は コンパク

ト空間,(S,T2)は HauSdOrfF空間とする。このとき,2つ の位相 Tlと T2は~致 する。

●Q(S)の 可分性.

Sは 完全正則空間とする。このとき,Banach空 間Q(S)が 可分 ― Sは コィパクト距

離付け可能.

・完全正則空間の閉集合とコンパクト集合の連続関数による分離.

Sは 完全正則空間,FcSは 閉集合,【 ⊂ Sは コンパクト集合とする。このとき,

o≦ r≦ 1,す(F)=0,メ (F)=1を 満たす S上 の連続関数rCa(S)が 存在する。

,●下半連続 ・上半連続関数.

Sは Hausdorr空 間,メ :S→ Rは 関数とする。

(1)メが下半連続 (lower Semicontinuous)←→各acRに 対して,(5CS:メ (5)>a}
はSの 開集合.

(2)すが上半連続(upper Semicontinuous)←→各acRに 対して,(sCS:す (S)<a}
はSの 開集合.

下半連続 ・上半連続関数は次の性質をもつ:

(a)開 集合の定義関数は下半連続,閉 集合の定義関数は上半連続.      `

(b)メが下半連続 ― 一すが上半連続.

(c)すが連続 → メは下半連続かつ上半連続.

(d)すが下半連続 ←→ Sの 点からなる任意のネットゃα}αcPと ScSに 対して

メljl≦hminfrls,.

すが上半連続←→Sの″点からなる任意のネット〈sa}acrとSCSに 対して

止m supす(3α)≦メ(5)・
ac「



(1)(Ω
′
,九
′
)は可測空間で,η :Ω

′→ Ωは写像とする。このとき,η が (ス
′
,σ(「))―可測

― 各ξcPに 対して,写 像ξoηが (ス
′
,β)―可測.

・直積σ‐集合体.

(Ωa,スα)αcrは 可測空間の族とする。次の形の可測長方形

A=工 αcrtta, 各 九aCス αで,有 限個のαcrを 除いてAα=Ω α

によつて生成された直積集合五αcrΩα上のσ_集合体をてスa)acPの直積σ‐集合体といい,
Hacrttaで表す。特に,すべてのαcrに 対してΩα=Ω ,スa=ス のときは,(工αcrΩa,IIαcrスα)
を (Ω
「
,ス
F)で表す。直積σ‐集合体は次あ性質をもつ:

(1)各 αcPに 対して

Ta(り)=ω α, の =(りa)αcP C IIacrΩα

によつて射影 Tα:工αcrΩα→ Ωαを定義する。このとき,直 積σ～集合体正αcrスαは

すべての射影 Ta:正 acrΩa→ Ωaを フ名 に関して可測にする最小のσ―集合体である。

それゆえ

Hacrtta=σ ((T言
1(■
a):α C「,Aα cス α))

である。さらに,各 αcrに 対してつαは九aの部分集合族でσ(クa)=九 αとすると

工αcPスα=σ(てT言
1(■
a):acr,ムαCっa})

でもある。

(2)(Ω,ス)は可測空間,れ :Ω→ΩQ(acr)は 写像の族で,写像メ:Ω→HαcrΩαを

す(り):=(ra(り))acP(りCΩ)で定義する。このとき

メが(九,正acP宅)―可測― すべてのαcrに 対してrQが(ス,九a)―可測.

●Egorov Theorem.(p,ス,入)は有限な測度空間,p上 で定義された実数値関数r,
れ し=1,2,….)はか可測とする。このとき,ぁ →メ入―a.e.ならば,ぁ →メ入中almost

u n i f o r m l y , i . e " V ε> 0 , ] 珂。c ス, 入( g 。) < εかつあ●) →r ( ω) u n i f O r m l y  o n りc p 一回。.

●Carathも odory‐Hahn Extension irheOrem.

Ωは空でない集合,ア は Ωの部分集合からなる集合体とする。有限加法的な実数値集

合関数 入:ダ → Rが ア上で可算加法的ならば,入 は可算加法的な拡張 ス:σ(ア)→ Rを た

だ一つもつ.

●Radoぃ Nikodttm Theorem。 (p,ス,入)は σ―有限な測度空間で,γ c ca(ス)は 人―連続

とする。このとき,メc五1(p,ス,入)が下意的に存在して

7(河)=比 メ冴人, βC九



(e)コ ンパクト集合上の下半連続 (上半連続)関数はそこで最小値 (最大値)を とる。

(f)(ra}acrはS上の下半連続関数族とする。このとき,supac「れは下半連続.特に,
「が有限集合のときは,infacP rQも下半連続.同様に,(れ}acFはS上の上半連続
関数族とすると,infacPれは上半連続.特に,「が有限集合のときは,supQcr ra
も上半連続.

(g)Sは 完全正則空間とする。このとき,S上 の任意の下半連続 (上半連続)関数は連続

関数族の上限 (下限)関数として表される。特に,Sが 距離空間の場合は,S上 の

任意の下半連続(上半連続)関数メは単調増加(単調減少)な連続関数列てぁ}"cNの
極限関数として表される。さらに,ある定数〃チ0が存在して,|す(3)|≦y fOr
a l l  s  c  Sを満 たせ ば ,{れ }角c Nは |あ( 3 ) |≦財 f O r  a l lれc  N  a n d s c  Sを 満 たす

ように選べる。

函数解析学からの準備

Hahn‐ Banach Thebrem,Xは ノルム空間とする。

(1)財 はXの 閉部分空間で,″0ぞ財 とする.こ のとき

ョが こズ
率
; が 2。=l andが ,=o for V″ cM.

(2)毎0≠ 0とする。このとき

ヨ″*cXキ; ‖oキ‖=l and″
キ″o=‖密01ト

●The Principle of Unilbrm Boundedness,

(1)Xは ノルム空間で,■ ⊂ズ とする。このとき,次 の条件は同値:

(1)■は弱有界,1.e.,各が cX準 に対して,supacA Iが″|<∞ .

(ii)Aは有界,1.e.,supac五十1。||<∞

(2)X,yは Banach空間で,死 はズからyへ の有界線形作用素から成る集合とする。

このとき,次 の3つの条件は同値:

(1)SupTc竹‖T‖<∞ .

(11)各″cXに 対してsupTc犯lr密||<∞.

(iii)各″c Xr,各ゲcyネに対してsupTc死17ネT″|‐<∞・

●BanachttAIaoglue Theorem.

Xは Banach空間とする。

(1)Xキの有界閉集合は弱位相σ(χ
辛
,X)に 関してコンパクト.

(2)X十の有界閉集合が弱位相σ(Xち文)に関して(コンパクト)距離付け可能となるた

めの必要十分条件はXが 可分.



●Eberlein‐Smulian Theorem.ズ は Banach空間,AcXと する。このとき,次 の

条件は同値:

(i)ムは相対弱点列コンパクト,1.e.,ムの中の任意の点列はズ の点に弱収束する部分

列をもつ.

(ii)スの任意の可算無限部分集合 rは 弱位相に関する集積点″OcXを もつ,1.e.,密0

の任意の弱近傍y(20)に対して,y律 o)∩〈r― ●o}}≠0・

(111)Aの弱位相に関する閉包は弱コンパクト.

(iv)ズの弱開集合からなる九の任意の可算被覆が有限部分被覆をもつ.

●Riesz Representation Theorem.Sは compact Hausdorf空間で,マ ∈0(S)ネとす

る。このとき

瓜n=ためrcω
を満たす入c rca(S)が一意的に存在して,||マ||=1入|(S)が成り立つ.言 い換えれば,対 応

?CC(J)ホ → 人C rCa(s)はσ(S)ネとrCa(S)の間の等距離同型対応を与える。さらにこの

対応は順序も保存する,i.e.,

入1≦ 入2  ~  え r冴入1≦
】:メ
冴入2 fOrVメ ≧ 0

が成り立つ。      ィ

連絡先:河邊 淳

〒380-8553 長 野県長野市若里 4-17-1 信 州大学工学部数学教室

Tb】: 026-269-5562

e―maJ:5kaFabeCShinshu― u.ac.jP



）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

N O

: 業わ 嵐紐適誌もよ鴨 Q 認_ め! _ _  l   i

予Q嘔書立立玉L基調韮漏 卜礎 線ゝとう河ヽR阿毎当d、形ぃ臥総触蕊

_(oぬヤ返 _C血遂遮め=ixま k桂誌ふ袋b膨 性じ座|もと聯 .

支`ご不:直董二IR 1ヽ輛墓亜蓮亘=益 もミ摸 洸ヽほ
だ庄ホせな| 立ヽitよへ

!_め.石転透i玉う|IT■ =:r

t(匝玉瓦旺≧主め,|コL亜こ玉王K車室:亜:10

_鑓 ェ‖はョハホ と止≧【寸―革じdい穂恐 く蘇ビ慈 やん夢う11

t鵡め■ュ払執宝ヽ】lキゝく哄――は苺慕鼠51rii―
――――

:あ広工氏弗ユ匝 萌肱△も=I魚魚正事五b立ふb■■
~

△: こi うブ繭 : ( 5 1 スと登田或ゝ曲 生避⊇i 醸めi 欲十1 n L ) 1 広範 と朴 “

二て直=キ玉菰■【ぶヽ|三正i玉11■LtttXう

_ともDl弾 益 健遜 キゃ
= ・ヽ―
tll(攻
t(C冷こ本にとコ薗益盛漆意慕 |

!も

f柿
再
卜
重正I冬はもに韻 1陥 tpF】靴 (乳ぐ X,ぶ

似じ→

に梅・  1予 浄 卜上も血 益も 準 史す― =

ら 、綿 輯ll‐
卓`→勺・



N O

11__胆阻=_郷 量睡 虫トー1上金

圏 黎卜.性禅三` 併 S土_L b 圭ゝ地ぺほ雌
■

ぬ _ょa_せ メヽ却 革―』熱 建翌 過 _働 =磯ヽュ /__

廷ぬ 入急、
せ
≧生チ航 岬

―◇ J工共 ―
 ― ―  ―  ― V

tDめ_よは、0・撫楽、ユ`

）

ャ　

）

）

）

）

）

）

）

ャ

_こ D均 胞 共ゃ重汰虹+≧工
蛭 早
s_

1亡蕊 ノこ蕊 べ _!エア=工  ____ __― ―

_dbめ上氏生
貯
llIX―tll千笠ど孫―企A二

_坐!|ピ!_些ゴヽi士
品 群
11!幸ifl―――  ― ――――

御め
~  ~

(Da紙 、
ぃ
ュ_性造引眼干札偉もt特】め

――――  ―――――  ―十一   キ

bぬ 施 』せ
庁対ュせ

上位串
::ど蛸ょ岳す

上:fl挙 世二坐 デ
+4理 ・

b鼓 ゅ d、 ふ →メ 1特゛
札
1醜 品 ,lk― 立じ 峰 llk堪 比め 0,_

性格
一
Nl lスQパ

｀ヽこ膨 ‐(奇ま部 には,_ _ _ _  _ _ _  _ _

丁
llklle且ュばi lld4氏気 孤 も 正 71係 式s.饉 べ ‖

つn _

_L_電・噂は
'べ
ぶ― メ干ど引立_購や _生上| __ __  __ _

）　　　　　）　　　　　）　　　　　　）　　　　　　）　　　　　ャ　　　　　　一　　　　　　ヤ　　　　　　）　　　　　）　　　　　　）　　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　　　！）　　　　）　　　　　）

_ p 「 r i o  L e a , 7 「Tヽ 3 5



|ほ姓 上主止ヽ 生 L Tュ 姓Jつ 0

）

）

↓

）

〕

）

）

）

）

）

_1亙 張 砲 酌 Fit鮭 鈴 ム 士ぶbぽ 王bll生に rユヽ
・
臨 い & すヽは弧 域 h

_=在並腿咀+1ミ=金=0____ ____

■臨 や
=lut慰 三、撫 翁 主rttTStll鼠 域卜 時 懲

→ 併 馳

1偽iあ飛真色転品邸憂hi茂妙杢いまCXI軸上崎車衣め際にヽD痩準
猛離血Rや」と~Rllにぬ正騎高と怒め.め鍵堕墜と、め,

収弾どn     抗 鞘上ふギ亀・_

仏鰹逝&_住薫訴途遇養盃r51 1 _

王盃 1総 品 〔愚 ぜ 末ヽ1正R調=1駈占 1はザ |ぬL

鴻   ナ 墨浪疎甲 馳|めヽ克:めけ)i4ば偽tとめ轍解鉢ぷ|

t均偽己も私!縄墨授翌需簿̀生ジ機殴至至主泌離ゞら`きX愁江陀点遂馬1食1醜1追A

―めにギニ` 算離―半桑循 亜 lit▲|!奪許1ポ4良
~輸
諭

1島載ly=:軌斑蔦iZきぶキも麗二武鬼占泥郵も1正丘!め点ム■11ri_上__

工¬と正 轄 ぱ y正 御 憂 紬 鯉 正 十
~工
==

ヽ
ャ

V

V

V

ー

‐

_p 「 |。。しeai 7■m・35



）
　

）
　

一／
　

）
　

）肢‖f熱 止へLAttB蕊 納 匝

偽

二軽 _ 験 y 崎 駄谷懸壷悪やttも1鴎1追1正i》畝

I 軸卜
( 鵠
在蕊
≫
: 雨
半  駈

= 丁 工=

韮ェ塗埜齢南灘/上二生ォ⊇ミジ難益チJぬ蛤私重妄蕊1と統 丁I

ど醜韓灘亘あ輛 進演玉系砲駈r] 五十島蛙D14

ャ
　

）

）

）

）

）

）L_地正!三f輔「蒔 i臣遼H面 離蛙!=N藤 邸ね に

i l l ! 醜蕊因!覇:

::二上ポ海葉it聴 こと__  _

!バ卦兎総臣 r菰準しめ蔦)並 施 が
二=二il■

益ヽ _菌憂!∋品と通ふ ;ミ1丞遼亜_ __ ___

■1_!上Aいr頭正:犠股到 二y堂 二‐丁=1_め

―黒2上洗 工eも に鈍生 _脚唾 歪 半 |こ_郵 工I蜜 孫 蔦ぶ=

）　　　　　）　　　　　）．　　　　　　　）　　　）　　　　　）　　　　．



N O

万

V

▼

V

‐
/

ー

ー

V

V

堤睡過卜入L塩 はぃにい庇せ耶 よ=良=丸尾めたNと軽蚤i

―!導 二蓬正 二亜i哀理宝五R二金ピ砥虫予ヒ丈気戸ミ1

五型正墓蓬基i_、R鍮 葡震頭と朴|■C)hすⅧかラ喘ぶ脇

下ぐ謹亭ど=ぴ下)杵
~
く 2

I 経ヽ与棋せ韓二.が 二亨扶品よど いラ喘転とと=

(法1立伊1正Yアく,と=
抵A飽彙K逝11蕊 _と式社_膨 脱_左め,、

Ⅲ ll■二|:め

lf系liI製二玉逢_』_!:上_欲=1型上(乾い=喰産賊! lit___

=i魂[!=ぬ鼠工じ血立垣!!路 _all≪宅._峰に,|ゴ叱久‖→勺 阻

建設 _やめ幹め_X,¥医め1しヘフ白もぷ卜,将頌 ェXサY篤

|!めlil

早盃弱携「卒譲壷重in〔蘇 =ぁ頑酪恵,軽ぶ蜂t・年蘇 Dふら
′

ヽ

1亜蓮iや夏塵!駈 :導歪鑓氏準R止う,下・

itt蕊

！対嶋
ｄＸ律ｈ

ヽ

・

以

■

―

―

ヽ

― p 「 lng Le討7「nⅢ/35■

）　　）　　　）



押詫や!畷i氏立上上===丁

!1可ぜ!憂亜品よb寮1王じ巧鈍墓1文声:頂ぁ〔≦&・ll・ll.

!_rホ、ぅシ瀬正〔繭黍球上気止A輛蕊覇瀾窃
~X,マ
蔦丁i施

¬
い′X,¥墨 __範 狩閣幹二単 一瓦豆稲  [駈転 |_醜 !||!!_II工:

_い下Rン鶏_____

も:下1蔦IX立i輛|′工ri:全喚:x=|1東革1立蔦篭頚睡亜ミ巡正1気1=|

描
→
弛 ・

｀

1

二車RI百孫蔽
戸押し ,ヽと駅 キ‖TIBェ【てと輛蔓〔,m働 金Q

_菰セ 洸_ぷ離_生 式に,フF兆 =主王i:澄弱 正 i工

|■■ 順 強疋頭蓮亜蘭遼恥【(lillk五ビ=■ ==工 _

_鴎 どや錠_―ll・―・昨→o孔ざ式bも=却酔め___  __  ヤ

=ぬも5=系 墨S込Xt志頓鶏i蓮=蓬瞳王郵 =■=■■ | ャ

_饉剪め上下聡秘墨球 上泌玉萱蔦!直気ご⊇瓦西又チ1=I:= ~

::町論 >ヽふ血_血並重重愛要玉二i臣 玉五誼い卒正i襲轟運 正慕 IIャ

_軌――oJ∴稗心地上_蜘 ‐主亙=1(1砿玉:玉略範疋】 _V

範玉蕊正三王二王三王三三■二L



V

ー

V

も
/

V

~i醇
誨述!亘亜陣馬IT雨 蕊→Q_挑ぃ札 _L__

1  1顕 髄砕弱ままゐ

=孤輛畝駆韓某二玉あ=:■

==鴎 :≧ぺ雑 夢正 llT困華面 1甲蕊1文当i

）　　　　　）　　　　　　　ヽ）　　　　）　　　　　　）　　　　　）

鵡L弘迦埜|1鴫轟挨慈量

ヽ
v

▼

ラ

砲亙憂墨фj玄よ!逐式!め=1‐1

_llTll千志1増野と型111趙:卦―   ― ――――――――― ―――――――一  ヽ一                    、 ・ ,ヽ ~~~ ~ ~― ――― ――――  ― ―r― ―す―一 、 一
――~~~~~        ― 一 ―一     ― ― 一 ―

: 飛 1 1 韮玉め正丁iぽ市京気1玉恵て貢〒i民斉ド手とX 8と
｀
並 虻w卜本

に!でぐ剖

1■_||=縄盤 くllRl★C―

|あ血!雪諏遼面 直孫ご=名こ暇‖,ri,①l _

1弓!塩よ駈 :軍憂i:王口葉正に気〔=名>t毛SИ刺で

F                    _
_ p  F  , 9 ヒ 0 3 1 7 1 ■仰 1 3 5 +



）
　

）魯
N O

順珊金駐致豊上_虻軸冬k止二_上亜 工砕阜!_60玉め &地 m

§挫 認   i=酵
互`
い 集
生 llRS≦L市 聴蓮ャ

慰 五亜至1_隆,上二0___ _1===I   空ェ|:二。
一―――

_瑚 .頑玉率 工、新孫
憂逮与lltll―-lml

=~鶏 型手|ぜ蟻:■

）
　

）

0キΩ職_1_la =― ・二―――

）

）

！）
　

．）

一
　

）

ャ
　

）

ヤ
　

）

ツ
　

ヤ
　

一

工 :=迄二
誨挿
薗正劉塗‐砲エー_… __ __

金
認 榊
拭= 謙
拶
い絶壮 ―

_M峰1_上__斗ヽ単_____ェ
里返x煮正止1こ玉=醜 I生どは哨ポ,_摂!で■《ヘ

1陣執車暉雨暉畦皿・lTtu氏_llw騨

邸適響蓉=‐セ叫夕些 一　

　

一

一
邑

）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　　　）　　　　）　　　　　）

_p ll,り [c,I Fmrrヤ35



ー

―

V

いるエニメ飽全どL    三 垂塁主ミ迅盆1盛

工事:蓮豆正 面〔亜裏型玉E恵高単蚤二魁逆

ェ墨 醐 血 述 _挽 __二十巡 <―狂―thTヽ A<盲

_二 生 生 L島 ど_|,T発 こヽ が ピ朴
比

_EL―め

鮭ヨめ生。もど醸ほ 駒R幅歌だ下め畦L武 正醸蓬三二:ニエ

）　　）　　　）



引払R世】`十慧 めや韓・

上囲鰹頷駐ょ弥島鐘歯運醜め盗発ド横 ⊇逐困轟童菫醜塾重基ヱ

成墜遡単彰 _時呼 至I正亘墓亜晶上亜      再 王

）
　

ヤ

:     ぬ =7懸墓玉出主!_R逆 式里範    _

額弱蚕孫憂亜>!文:X=瓦璽藁証菜王:==

抑鋲途 上上〉録ギゃ狙Q盟窺能 罪靭 ≧土だL傘 』選叉1冷|十頑雨 一

）
　

）
　

）
　

一　
　
ヤ

_難 王

_づ 難 O上 _軍 め 曲 ど 正 粋
__上 _

）

）

）

）

）

≡　

）

ぬ ぬ十

― p 「 ing Le3f 7mrn(35f



】

）

）

）

）

）

）

）

）

）
）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）　　　　）　　　　）　　　　　一　　　　　）　　　　　）ャ　　　）　　　　）

轟 _厘区冷:正地上撚ぬ螺正二

i て〔: 千ふ稲 i 〔, 標誘暉話ゃ   ! 遥1 王S 承こ1 ごb i [   汽|

1    匿 京声:覇 !!   :I強霊万iこ丞i理亜直i醜砲醒埜広て'

!                                 _

存ぽ甲
R基貶閉直王1当す部 わヽ匝 I抜亜主lTT醜卒=~

二輛輛剖コi五正碑轟 _下~i~・暉慕も弱 _=i・い 出まとだ江i

=!1垂王)=王=|=王 :::=工11丁==工111丁==1_!f:==二 __

m―皿工  稲 印翠=峨謂碇重珊工‖主|

_ _ 【 を
め ぺ軽・チ=ふ螂

上___ ______

テi巡拶七蕊郵:11=圃
tlも正=

甑鴎卜す!王T上ミニ、_虹十廷夏遼「守蛙 Q障 !里庄酷 、

_限 めへ 蝋 宝 皿 ふ 二ヽ雌 立阻 丁=~・ 1



|ュ

N O

―鞄 ☆鵡根磯蒋 d檸|い1紳t鮮エ
恥b土_導単ペューーーー

十三軍Iン瑾墨土韮土_ぬ と瞳 興 率
上 亜ウ昼じ事上笙_

= 匝上    高 あ、く当型迄_

‐ d

____!旺玉r革(、:

卜・lE整玉曲圭室 とRL_

上上赴A上 恥txナ!過

中  Fln9 Lea1 7向 応 3ヽ5'i

―



と _

―

ー

‐

V

ら
Ｄ

__差轟二     進 孟楽韓韮!    _上 _上_と_二十二―上_1_■

二上五索五王=】透関面瓦こ   恵 高栗誨玄団塾表ご彊査単立主||

1 購 革:弧正面証     墓 王L蝕 卜.動弧轍韻ュ_

_ヱ笙亜逆上t豊占賢江式も

:F忘ii心蛙 !い磁孫ri奄醍111毬i盛工正    丁

王:X甚 翰 !革上運 軸 並 !腫まi輔 :転雨強

更董栞雫廷ゴせ痩難碇怠I蕊|

_いば〉ミ良≧___       i=

_=坐塗_ュ
手くゅ 格

氷恥ベハT氏 は A卒 幾 ――

__王上基 J連 柴革特
主≧―王込民1並重塁一―虫コ益努勢耳去製|∋―丁

塾堕       話 や蕊十坐令ゆ&'
垂輌蒙裏臣卒魚漁ル品献歎bふめ,

嘱如 欲キ翁薫斉頓弱姦i率

65_こxf_重め

111!宝 !      !=玉
逆出避 巡 整 ′前十~M豊(亀

醍 ― ――

― ヽ釜―車避 ―――

駄→糀いやと
r、コ己・



:蓬 _錦亜百磁 1 ）
　

）
　

）
___』上注上め,

tめ_銚⇒位=卜牛ふ工n  ttE顧 覇 i墓亜車 慕:_

_ムL卜は

___≧ 翠 ざ倍‐玉巡 金瓦王悪覇丁慕評 京茶 下 ―  ―  ツ

豆 巡 ―夏挙
NKと臨 太`i転蕉立。 こ

=亜 逢蕊轟覇正

め駐    蔦 _==

）　　　　）　　　　　　）　　　）　　　　　）　　　　．

― p Fing Leaf 71輸 m(36'



V

|『

壇みドる鶴ti_1  ■
1■
上_二十二| ―  =~・

1醜髄巽    卒 !迄慕がキ慕京駆正弘式画苺t京千並

パト鯉生啜玉醜it欲1翁充醍銘

_翁1傘啜 !
）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

一）

と

）

穐車て菰慕兎廃韓:

唸翼塾ふ唱漫式〈性式理球上鼠卜ふL_継的石ぎ業蒔務L悪墓宴玉コ空重彊Rニミく|

:夏邸豫匝:コ耳睡駆輛諭継 セ`!「R|`ど`十

1_!Mキ_蔦:二ヽ遠くi_廷工栞ぺ野
===11111_=:l i

燕 ●H飛 下う頃 続 薯 益 蔦 子引出限とを`い_滞壼墨墜≧

睦巡連!、も,

!喘やメに分Gゆト

墨遜塞遜1に式に怖、疑丸証迫鍵
一 ― ― 一 ―   ―  ― ―一 ― 一 一 ミ ー ー  _ _      ▲     .                 _  ―   ―       ―

15iぬもぷ匙全ピ亜鹸速iLは恥

_p FI¬ .lri十 巾「¬ 35



一―一―一――上生一____

）

ャ　

）

）

1雌ぬ ぶ

_ぶ こ_雌 津!NI喬 止‐弾
1恵
将や輯
1夢ユエベ 気

~i::     石
玩魂闘襲血も】x______

「lrもilぬ福懸:iメ=丁磁ぬもirm_代!x   内 す1屯＼出

=ふ I:X=im近 憂r豆 ■半 !正=瞳飛 蕊誨多d験

=率 鬼―
平
i醜 蕊鞭稲験 !単闘韓貯時対 |(品ヽ |

■薗憂離学も蔦貢!準|↓ふ 意蕊_埜 ＼キo媒 , 一 ―

碕
特
職。鴎,特メ土品 t雌 1花崎 亡爺 に転 燕 ‐ =

fb晶 =_雌醐 R遵
ゃ
r上は`も1姦孫電ユ代鳴恭 .キど|:輸在

花煮芦亜1/P A I蒋玉ミ転=転豆 窓、十遼どほど1転lh在とめとふとと

洸 =並 iF怠 性ミユ _メ 1進争_い込 豆 =(正 ldわ 転
一
弘 T粒 =W▼ =11~

嵐虹 邸 ま握 正 熟 恥 工 執金 すh蜂 。戦▼戦とと砥 _

ン　　　　ヤ　　　　　）　　　　　ヤ　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　≡　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　ャ　　　　　）　　　　　！）　　　　）　　　　）　　　　　　）　　　）　　　　）　　　　　．

ヽ



）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

ご

N O

下と主_睦蛙型醜 h!!1_上 上__::: 上___1_「 :__1_

栄韓上導 玉玉、U=k準 ミK謎 崎
=丁 =_工にあ

_と緊

_6めゃは魁マ __二__― ―
=:めコ豆率再N蒋孫高主!雑宣こ葱覇'(1瞳土座童丁窓′こと直=転riic附ゝ

r拭論 に務tti玉亘= 再ヽ)1静ま亜 =単げじ巡転! =1

―】と思ややはヽキぬ土!蕉過遡尤邸ヴ

下1工阜1ゃ虫鉾=ぺ&語査戸で 執 恵更幹ミ単ぶ正竜1_~
::i工=工手ぺ〔Gペヒゃ一__ __

―半畦すぐ脳い汰
L章 弱 工_苺tS蓬 立―辱邁藤裏にチ〒玉姦正ぅで

あと環 ≧ド_嶋上工正熱 【ぷ蚤遠亜 i厳 工__   __

1鳴 llr A●11ミK玉玉垣重五ヨ藤:Iミbbキ試 菫 鼠 雨T( 猛ヽ直砥Psど哺

下=I=金 !|ゃ|~弱至正逸 Lф轟

=:=I=51ぺふ柏極  神 亜
⇔ 式め
―ll額醐鞄 高三ぺゆ弧諄孔ヽ (妊正コ部)..o

l■=:口氏ギ車:野ぜⅢめ
いLl14011r畔朴岨へ亜鄭韮 め

ど将証 運ヽL量Nべ へヽ.__

_p , ,L=a171n i 35



l l

花 剰 雨   J I I ぺさ= A ―m と_ N 蚊辞心←豊ぬ L  I

=i雑韓1-―lt13二拭三1面ヽ三==f■1_‐‐ |
__ _ェ ヽ他雌 ぬ 干_t畦甥 b 重ヽ !【雌 斌 L_典瞭 %並 _    _

111riェ式遜ョ正墨〔蚕ぺiO軋正弦正1■fl_工■ _!i

=辞 ド占砲酬
色―碇ヽ景おい=臨重喧亘正三齢1宝事Ψ!:耶やや
:毬!蕊て遠馬iづ亜|,二::=!工:____ __ _

ri=:=内_距亜11弧玄亙至式〔S亜ね (~や私hさHbi~■

I玉六百屯=i騒 N主 蒋二五 馬血 〔tiネ意琳 翰 能 iふ鹸 亡

_孤ヽ

h蕉ヌじT聯4

一　　　　　　）　　　　　　≡　　　　　　≡　　　　　　）　　　　　　ヤ　　　　　　）　　　　　　　一）　　　　）　　　　　　）

=銘 無 ,時 証よふ 1矩!郵 式 上止特 鄭ヽ通 神 腿 絲ぜ

:呉土豆遼1麗動ぽ礎申蒟瑳顔正ミ吏|!途|!朴メ上o撮鞘膨
|



:玉左11飛軸1直亜i卒幹サ臣|・――― ___  _

:~~~行;確!玉酸近と!   あ ふ転晶_ふヒ.___ _

冬圭竿寄
~や 冬鮭 年め也 逼 5■

い忘とヽ速弱系玉桑べ遼:孫li翁litti鴎薙|ふt

1琢Fr、年:車甦 ≧――西百蕊正準車  __ ___

二_!_1彰A由南潔丁==11二_!i:  __ ___   _

■IIrらえもぃ喰痴薬RLli屯 工!選異
t堪至=―

鋲鄭1轟` も十二呉 よへじい一 ―

）
　　）　　　）

館 豊眸
狐 =転 玉

特
上二避Bど

攣
卜 代中

心,一 一

い瑞Ц生撫ら・榔め
i睡系あふ低蔦式ド蕊 Rぶ勘

!ぢに

市 串 蝉 い 出 雑 ユ ー 十 ~ ~ ~ ―



NO:

）

）

）

あ

准 里 遍 系
め職Kはど塁 っいャト・,特にゴ鞭 ,i l1 11もi:卒垂垂墨

と_館い飾 易Rl■i y(へ全正と単 :⊇年PジやLゴ′里Qヽ !為
eL

L】iあ百ヽ“
:車1弧卜1蕊充血 紙ミ隼

_やる生氣…

1!i=1冬再特ぃh,玉ゃ玉益―出―ぺ
⊆B芝
.特
ぬュ極め,衛鳩>体(p

=芝 氏十
貯
t玉豆 ゴ巡埜ど

___飾 はゃ千特しゃF虫9め土告tGT神め染い。 一

=■阻1時二と宝ぬ韮!応ミr____ __

―祉ュ¥阻 1営鍵工気A・_駈ミ諄三_柴等mi悶 証ふこ
|

―製星雅 島立11韻広
~11=11上
=

!岬予噴部_

づももや購前正玉耶三
=:1虚 弱≧:憂蓬亡;蒔転

11==工 1-■|

i==互:亮咽訂孫血卜郎`虚〔三中i立に

）　　　　　！）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　　　）　　　ヤ　　　　　　）

一
　

）

一
　

）

一
　

一
　

）

・時に申ズ
挺対,代。C栄血 ‐_

!―■燎専ぽ埠抵墨塾輪ぬ麺1弾飛茅



）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

上狸亜声石蘇轟柔_野 荘:___遼率 蠍難 メ血 _

! 革ゝ 鞠 薙 亜 虫,岬 亘畢上:夏転` 帆 ,恥こ妥蓮韮豆正イ
  ヽ   キ

'‐ ｀      ~ ヤ   ｀ 十一、 /、   |         ｀   `▼ '  ′ ~ ~~~~― 十_~マ r す`

蕊 「羊 血1嘔玉 遼歯率蔀邸墓
―塾座_等奪 輔 ■単や

臆嘔素証よ脳薬亜頭訴形式三へ岱郷 こヒ1み、、___

血 笠 塾(鑑 轟 融 咲鑓 醒 函 丁 xあ Й 益 ギ指キ笠とコwも,

転ユコV沌 遜類形離逮デ革碕
r耶鬼千〔,ボぶ=と'

, ネ 挺 且 昼 止三出 農難 健 めと

=烏も競翔応、11=i==~ !

二5:(|ミ1五三巡正豆声は|!蛙二踵 酌1窮劫蛙弓垂__恩式も軌Tや。_

送迎 恥 ザもェ立 =慕 と夕種 来

■歩'誘 圭|_もよ五に至熟鼓|ギiこ亜正受醜鵠診ヽ卜稲 1寄ふ1仇‖′

=llSll_止輛轟 像範蕊蕊b_浮 蜘盃系次ふ腫 玉やメエ

寺

V

V

‐

V

尊更轟
孫 !甚ぷ「豆頭

添蒋よt多
ヤ
lit,2上上虫(現す

~



笠 環 !   ぬ 企出t は'遅ヽJ 営まへ範 ぬ ェ准 覇

とと

ャ　

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）　　ャ　　　）　　　）

）　　　　　　　）　　　　　　　十　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　）　　　　　　　ヤ　　　　　　　）　　　　　　　）　　　　　　　）　　　　　　）

: 景醇車あ鉾予孝も重封徳古ぷL 虹と裏瓦証玉1 慕上: 還京し生: 下: I I : ~ = 下i ! l r  i i t _

1⊇専_寡上通鎌影 Nヽ茎強チや唖| 王ヽ鶏芭ぬ占11ゃ性=Iみ

_阻 ,_ぶ鞄占「崎
~ぺ
畦くにキ鵡=とI:

1臨益言:転要孤1式蓬_庭兎!工祖if覗占醜 1換燕二Nf汽〉ぶ

=麹並1環在どlmt〔h=蕊 虚 iてにぶi正め輪うに鳴岱恐 x,

=Lと三邸も工遼玉室五系恵lmtェ薫純芥覗翌遠ャ時羊―導ζ,

liS疏漬玉童詭壺i醜亜1懸武め■_!=ittfl:■11:丁||_!

~lf>王
庫す革鵡 と|!k礎正&至箇玉発あ払透腱せヽ高11蘇五11

1:||ギ:誕婆玉:::(ミ込ふ重執=は1111lb■■ |■| ■ ||=■
:|_11■じふミ01よ比fri決意1墨強A.__  _

― ――――〔1蛭姦透照|1血!【碇1年喜品 三ヽi式iÅ|,lo
_ 4   _

__恐ヽ全_V輛ヽ逆

■ I=「I鴫魅「重!祭llX正::

― p  F l■ 口 と==1 71+¬  35 ）

）



V

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

やは且出ェ変基ュ 生とliSi:皆Lと上_

立E:耳河ブИごキ立=J晦l  i 速 鍾
諏

| | | _ _ _ _ _ _ _ !

!_字1鮭亜コ註蕊〔二1起二=壷

=単よ鯨 二下確幕 =:再

::1工_二_上_蝿五百五恥中苺
王頑雨血直嘔>単 応:宗砦t= 11

_聖 __少o駄キ電鼠 止 少 げ 雑 ペ
レ 拝茅

率靖rる`電!姐 す希ぶ浄   雌 強彰 1購 ザ

ミて昏 =:l10LttL博瑚 正_輛
声
1転空厳畝 金金拭rttx都

卜弱 車!聴 t革 豆やC哺|ミ=″ヽ 藤 iヽ＼やい軽毛離i~ヽ
:ぬ 貞Ⅲ〈庁百=1__~

_ p 「 1 , と= ■ 7 + P ' 3 1



N O

）
　

）
　

）
　

）

_p lin9 te■ 7Ⅲ■1 35



N O

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

三い警 つ逸茎鈍藁上卜と上ム醜 正砲麺弱i砲二ESZSittriごジlE「融 "2へ

:嘔蛍セ_轟数ヽI:二よ々軍玉言轟琴だここミ:玉ヽ、墓とめ(販 発起玉とい込J二!

_生 馳益動速闘10へ轟 郵 蕊 蚕いれ殺 輛 哺 縛 |:TD

こ_   f聴 顛 睡 垣百旺と 蝉 靖 蝉
上でつ獅

鴫 伊 ・班 ヘ
榔 い  一十一―― __― ―― ― ――|  ― ―    ―

:東辞壼頭飛う      ぼ直端 11十ヽ髭益國も健_聡ぢ!亀

|ヌ良並繁ぬI慕|=
寺

V

V

V

V

繁起iズ玉売正i

__上 ‖』

とT正も_h買 う熱Ⅳc六

― p F‐ J Pi17● |■|ヤ35'i



馴。C卜 運 墾 鑓 啄
二虫生‐―― ― ―

_亜 し ポ r∵名め 5エ ミ悪
1二|＼振 一貌 試 をと い封ハド ヽも

|_

1尊直「

~声

蕊|1闘=Q究 _声城ギ上J鑢全,運i了 丁1■ 1__

=亜 こ1下環嘉認ホ拓甑奉必 (婁頚悪:=離 よ艶 鄭 意魂抗憩ぷ途煮ト

1慈時t魂慈菰亜5=メ十:主ヽ義黙 __浄鋼it癒益
ェimll専

蒔
直玉R丁軽 F)虚 0… …__  _

_Ⅸ 程ど軌笠ぬは再験 聯klに壁王乳生ぷ上京と.__

一　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）

）

）

）

）

一
　

）

）

）

ヤ
　

一

鬼蛹もr(電!ェ=:=

_と、私ヽ腕 G軽,れぃ。べう高t勉氏!帥蔵|れ正兎うr爺すこ碗め

ェ亡益A撮 鯨韓
'熱、

■伍1砲範苑ま耐直1趨 民屯|ふこx点鼠十転=Xit革■

狙ざ私上翻 選 並 鍮 ,i韓,ハ L占〔互1式葱 め ! ■ |

も 碇ヽx瓦こ兎正:軍玉≧!ぜ払,___   __

一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　）

）

！）

）

）

― p F‐ln]L●aF 7T■1 351 ）

）

・



寺

V

N O

_b_健鵬読郷泌ぬ騒騒じX塁施堕蚤欲,運)ミ__!期t ミヽ_

_ 蜘

    _ _

I崎 〔軸兆よ益籠代へ不   軽 1お、は,選〉ド盤飩強便職_

ぬ_■途氷ミ狐路錨 ッ革命Aヒキ魂L函璽裏|_|_|

倫めItt X饉弘恥 十軍蓮亜憂L偽L!覇立=:上IIri

m下 聡xぃ私αぬャ_IE亜髄亜ハi邸 :riill111=1_

）　　　）　　　　）

=OIX武孫1髄 _______

葛凍▼電甍芝酸玉!D上セ込途減津達塾陸聡ド欲i芦めÅヌ上帆めヽムQ総測生

=塁正蕪 王:

孤
~臨
孤1意薄憩め王≧勢巡tXIズ〉ヽ幕△◇文蔦

上_ !_孤確節韓!=_I工i~下:rl

li tふ   転 劇込めにと文正跳 _ビ率Pあとあ___

_|_ヒぬ|ス部N 眺ヽ 千ふ島圏並欲ギめに磯鼠刺茎:___

=姫 i:る1豆丘丞匝頭覇不◇ふ監益醒取“弱推 ri=:

じめ×′Yふめヽ広白もと[

__L益 め鮭上_

Tメ 立¥正 謎魃郁輯 邸 ―二い甚 +狙ぃ



十 一 十 一  本

_X瓜め1 が年と溢狭熱 tttF

!芳ユだ玉〕基醸 !i亡〔=:=i丁=
||11孫伍 互工1五挙=聯平 = 義ヽ 薪試と=血 xi咄■

■_1■き ま蕊IN〒|≧主筑上二Iとt素二Xめ工_工i=_!__|

工注睦ゴ〔モ駈 |&'至豆臣I玉宝1き !+品 奨奄企4ふ漠A起金キぬ叶

=玉霊丑車ふキヽ も=i郡項:墓如 百:連動基こ  ia醍 |

螂 眼 あi二めて百jL及公孫ヽ「ポ毛x京抗良贈 恥も1

ぱ王朔発歩哀)幌益FIて底瓢京ぶi>1軌ぶち__    |〉で葛L竜走芸キ

馳

ふ

_ _

ぬ亀翌1五速墓重電文軍iヌ夢蔦ド丸詭遼!!史筑式品i並止立_友ぉぅ|1慌義車食郊ぼう ~

1亡郷品曲ミ左換ユ _― ___―  _

=ぬ 1田命品よ蕊正直軽ゝ玉更軽やと_!どil建!虻L連I

）　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　）　　　　　　　　　）　　　　　　　　　一　　　　　　　　　）　　　　　　　　　）　　　　　　　　　一　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　）　　　　　　一　　　　　　　　　）

ヤ
　

　

一

）

）

）

I燕寒試にぱ厚斡達<壼謎II亙硬iぬ廷ぬt:1峰寮鍵め=|



ネ進XLえLヽもら!▼ぜ及即を

止革fア猛1〔h砿正間礎慕輛 h師醜h丁1駐麹面T五ゼろ

_X生亙輛 1゙硬憂ムヽ 直ヽ垂|メ頑正三弔工1農謙ゼ韓 :!

モh塁遜ふ笠飛重|:i::二上!:下「下=二上:Ii丁下1111__111=1工i~1111  ~|__

Lも_上こぱ
~す~れ
14主質ア笠頁1'メLtti広位蕊|  ■   |

_0連 嵐を発鑓益式ミ不聴軽め戴懲 _ミ■ふ |や優額亜硬純11

笠溢ゐや段ヽ駈_一_ 上 __ ___  _

_△ :蚕蕊 よ導輛弱観疎K〔れ!透i蒔氣:◇
~X代
あ闘モ!

_ _の (ズ墨ミ陀冷闘輔翌1脳 !ゝf聯血_素“こxlL気に'X生よ

11_聡影rW戻滅募玉≧と瓜ぐ〔戸慶韓銀'~夏西菖:Iア五ミぱぬi輸雫薄あ=

丁孫趨ポぽ困玉廷X吾蕊 F長巨hち蔦11_:=

t命鋭脱配ら恥蜘正_xは俗運函董頭頚あ左=聯x十1正llattt低,X名

上_脳班 弾 上粋兵
~逮
上逆直百【五共:硬ぬ 《れぬ嵐あL

=鋪滋ど1蓮=孤 .Xttiア弘呼ぽ頭芭ぐ1曖ht偽 こ!ヂ逮i=

ぬN俺辞 血 ふ
!逢 騨 職 醸 =ヽ花澄 剛軋 :代轍 孤

）

】

）

）

）

）

）
　　）　
　
　
）

壁碇ぬ卜ぬし 、謝堪_糸 蔀重駈ぬ花ぬM縛 難代



――― ―一 ――立 ° ―__

再 醸 亜 印 亜 菰
爾
:上_上_上_上__|工 二_   ~~

的  F「 1。し●a1711「十■35



/

N O

ー
_塑基め椎壁主錦 ▲_

_二生筆望避吐生____

冬め_登笙L正正!全_ぬ_______

二めてこ:蚕五盃融理近宣で=:夢五

体め、1ム位

!睡亜匝〔西y:「再市1醒艶1基!に益弓韮瓦正:

C

い

=悪悪
Eンと二

中

】
　　）　　　）



N 0

ごw蕊狙<よa処二室〉上う

又〔ふ落湖壁 半工出fメ ぶ峙木L盤麹醜 上韓 _

_Cじ_難主塗醜鐘旦め島_ら式 狩
CめュQ

:::五慕 至1轟蕊 菰1雨1下蓮雅 並 _業企ム鴎逆述 __

鶴め_〔ド笠ヒ隼 _セ墨二_半tめま 1呼
~立
|め!却Bあttl透三二==

__土柴雌 型_______――   ― ――――――――  ― ――――――――  ―  ~

も こ(二宅C祗及   途 tAtti章 淳 _生下:式戸 再 二
V

郵 蕊高革除bハ車(い 幕 中 工` mヽ 革め
― ― ― ― 一

 ｀
一 ― ― ― _ _ _ _ _ ― 一 ― ― ― ― ― ―― 一

止
持雌 築芸卜

些松丸工いTぬ狙い
立 生――

上連上_nttb札=烏|:＼Q ュゝ笠

=亜直=:葺整|ハ:__Tヽ千!|ャ困ζ=丘LLTI、高三二墓王玉≧Lめせi=了
――――一――¥並 ―_____― ――――――― 一　　　　　　一　　　　　　）　　　　　！一　　　　　　一　　　　　　）

―並生淋酷―墜―

_三
、
ほ劫 十
ゃ
旺も土
半
虫め生
キ
ぬ 主rT

ニペ阻 三蓬陣羅嘉W弱

――F―半     ― ――五一

並齢上tヒ1甑連玉笠 _ V

）　　　　）　　　　　）　　　　　．



S

）

一　

）

― ぬ 蝉鬼稔 (鶏 五嗣 エ

v― 陣 喘
到

― 「正王皇韮適直頭墓画正|工転ミま¥覇髄痕市11薗決1/bるは臥蝿「こ棋直気に

こ=掻率頂軽いI(振再ヨ(卜均L==I=

v I範覇
~L品
逆送出i亜ヽ 1埜貫:凍志饉 ふi弱巡も硫■二!=i「11_=

ヤ
 ====r患 転玉喪頭蕊め:重こず■■_■=工■ |==I__~

ャ う 1_忘=法 主上壌童II氏憩へ輪茅 i`乗五「Vユ丸戸K正声
:I:_I:

V A,止
_≧ぃず札ちべ_上雅ゃ 4`生ヱ耳=i下`玉ふ:雨

二〔佳主翁=不卜_二::11i11__

ャ ー  ｀ 準
r格 一上エーAttTヽ ぶ式A―ユ1弘 札←‐生_ ∴ 糸 っ _3 決 上__ ___

ヤ _ぬ 単満遼帥2玉艦 ,|二こ二堅_Tと|11津〒亡:五室!:工 1111:==!

_ Lユ Lナ下と二L~El_二、R=畦 重 |.11::壷立と颯 氏!tti電三:=

―=酢 部i正三===________
_上 、ぬ百雨KttS草患車鱒 族窓 碕 i

工:=|=思 1昨率血T命エー1再―m_1暮1

）　　　　　）　　　　　　）

】
　　　）　　　　）

― p FI,gL● 317中伸(35



N O

錨 輸 蜂 途企r i 櫛森L 身とよば! 玉ミ : 二: ! 上 : 上 エ

(生、ぬ/千心、デ尋x(玉レ士止め賤孤(■供弾鵡 半1患や メぽ聴め |ぶう
と
〒
ミ子も

幣ドは践鐘―金!1範幹輸満蕊鵡 t幹嗣雨玲r

換追―路辞怪か〒輸

=飽扇:0派 飛遜A_01唖 王______― ――――――――― ―

0近 盛=臣蔦転にキ塗主!整韓離瑳早1血≧め上正三二_二こ

瓦正“途ら.|、1崎三系玉遭戸 =謙 崎 瓦百盃亜王耳時=正
ャ

二五よ王:く噌ぃ
と
驀悪
憂轟嘔王 韮々|(工:亜 豆地込脱 K亀_上_

丁lritあ醸 (へ愛亜!_半上ぬ革XttN?れN産1玉e偽与T韓___

‐ Aい直苑 益 率 酎
: 途` 、4掛は_亡▲稲 輸 範 i丁

i駐哀遼王王愛霞亜藤Aはい■私t嘔正重額亜西1運こ医正夏正 三

=:耶囮 墨 玉上二,専だi薗麺 郵 諄 遜 轟懸と 工 上 工 !

凸_帯縄 _拭れ1購半血学生鑓塾単    遼 亜王!ャ

）　　　　　　ク）
_p  「 1 叫 ea+ 7rr、「1ス35イ子



）ヽ　　　　　）　　　　　　　　）　　　　　　　　）　　　　　　　　）　　　　　　　　）

ー

__呉韻駐ふ畿途上良_二玉 笠 式|あ職代qttL_室__生範上生式
'161ぃ

、A立
生 _

ヽ
主陣 花瑛ミめ上Aドし時並 運ヽ連企虫郭恥陀蕊 !ヒ生獨翌巡遼 と、媒晩品 主上 _

r上、お轍_(ラ牟ジ飛ゼ宮重昼生E二豆亀、トパクト的渡薩うin_-1;li札′A=LI:玉玉鶏
で蝿鎖鹸+》LLo上豊土い基軌沼轡屯`は遍量上亜_パクhし栓頓氏料|ぬ2五品遼≧__

、廷喧〉害】こ十
~L生―農_    __

~~~丁 ~

_上 拭 測 遵 益 率
百=耶 ぬ ふ

芝!歯 亀,____  __

■=轟羊絶氏忘哀
~崎
売ふ電な輪 荒雛玉弘縄 |。ド亡tc b■||

玉強じ
玉・Lめ IL地十づ千直:|1畦!翁|キイ百:鴎 =__傘金!上工||

五裏玉正ミめ:戸葛正i主惣謙愛い孫塗止止監車=五玉=ぺ勢韓砕逐真:

■ い`亜宣器tギ〔醐顧ヽ蟷い雑庄

頭ヽ蔦
こ
偽 翁 十 十

一一城
―― ―― ―

___″
//

）　　　）　　　　　）

孤社 1連≧鳳め妹避 輔 益 軌・に _三埜込空世≧艶 hじ瞬 其にド盤 鴎 童 ぬ _



!'正在土出雲確ム 事ヽ   1丁 蔦 I-4L範 畦 長_S tti二拭外 ti適  【祐__

墨塁ぷけ邸 二豊典ぶ鍵1純翌郵施 逆髭ぬ 銚立

と二述室(圭愛亜D‖上畠主二)Xt■壁独立醍 生二ISIBェ,

ヒ駆竜止 岬ヽtiう生―上L準は逸 てこ施誌i馬ぬ 11医
こ工

血.正杏石導憲(圭愛壷五頭轟凸|ム再コ
子も!ヌ玉i武ダE醜 は基瓦:=

―翁 準`t醐量豊騨ぬ―室ヽ1碕=―主二孤:工=丁=:_三==1三 百

―ぬミ艶 Щttt生ゝハ上ど _

:::~I坦騒藁麗高|_上止玉蕊R典単め旦い` 一――――― ―

工_=丁醜 髄 販蕊i醜臣 並 皐試率経釜覗匝y

どlΨ艶I J‐課 ! 弱

）

）

一

‥

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

．

偽上玉ェ_益 z★丁iR笠正重邸週鎧避甑ふ雌塾止障!ぬ_金 弱生_

鴨め`と醍冊めに譜1岬働
二



）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

迫とヽ世
狩tl:Sw!i)ヽ
_:ぅ
|ミ皇生_生土鮭 hS_

_直ミ壁上とへ為）

）

）

）

上__きへ〔弱 |=穂|:雫螺 ぬ 狩下〔竣孝
益じk― ―

・避犠癒孫グいス¬て一|れr―――――
二、法st(〔覇「=― ~ 対
降、
十'ヽ ~`~す lt~

】 換 ユう
やは
ぼ X私 ハドめ氏―既に生と飛 上ヽ生 損 逮_

苫卒ヽSI三 睡ぬ‐ヽD包い神【G登 ぬ ―単 即

=!輸 塩轟1遼兵草王ごi_i韓:!苑益ネやD穆卜瞳まも !,  ____

:=亜重遜温主と_庫蔦!こtiキi塩遼〔玉玉:(範登六ち!|~駆玉玉≧こ金|こ荒〔石百

験品成ギ、ギ1鳥,EzェL塁三喜玉や亡2声達 玉正i盟重||==二

）

）

）

）

】

〕

）

）

）

）

）

）

― 一 ― ―     ― ― ―
~―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―― ―     ― 一 ― ―

）　　　）　　　　　）



働‖畠患d【ぃ蒔 とヽ対選、鵠還沖L品めヽ‐ヽNttf悩ドヽ皆ヾヒ|は雨再め`
こヽ
ほ芯懲式はd) ‐ヽヽ恐き,特ほ紛 厳ヽ

ヤ
　

　

≡

んと,Ar Rヽ,下と|,1鴨笠⊆!農二_二_ュ逢
一　　　　　　　　　　　）

と_ミh,益 蛙当 単瓜止__:どヽiこと、ボ 、プ・!十私 眠私 ほ` ][]代c卜i'1聰ヽ 翻 節 騨 い―途 上ど`意22

~|(魯
弧 崎逹“導報亜江蓮亜工=:工 ■1工::工_二_:

:=1:王て「茎 恐ヽ 並狩
は高酬i〔i斉郵転あ喘'(

）
　

）
　

）
　

）

撫 `―い 島 墨 丘二上ド,Aギ G百 悪郵直 5ギ
ー縄 饉 ――L_

偽、ハ稿 血 h ぬ賞購鼻服 は欄 唯単饗 位品 転芦再ギ〉耳
下陣 X 爪

ペワ思立ヽ爛駄どここ儲ぷ土_ン塾

_盆性 ミ  脳 求 ゃ官堆く画丁直斑 高x:爾 醜 百芝煮11

_幾 蘇 略 繭 亜 玉:三

=!舎_蕊悪百蔽碗 || 正ヽxlぃ氏L=__    __

=::【芸頭 至王尊こ登ヽ量上【郵 I窮系 革翌立圧二■:上三

虫二里ゆ畦温 覇酪堵益二聡 準=0題 観1蛭亜 止di照〔sに ア遼

）
　

一

）

）

ャ

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

一

― p Fiing L● af 71n「抑
X35f



ハ

ー

N O

趙 ダキト手謎蝉世
こ 強

―

V

V

__≧ヨ風R

AI可葦ニエ1+忘了L~Lim (,璃 頌孤定に1エビ革_涼r惹=|■

I_どにヽ tti蔑ミi式 ( 心ヽ≧も叱すごぺtiに直重点1鶏_範とをも

とポ進生

1部ヽ崎軍恐坤崎=!荏卦崎
―十一ギ聴哺ゴ酪づ
=== 丁:=:とヽ市1蛭

===I==|と 、ヽ1嗅車

予:ぶ狩t巡平ゃヽ=阻盤肇〕

ェ=理さ甲宝饉型=子
一―――――

― p F Ⅲ , L!tSi F T■n、351

・
翠 半
暉め`一―――ュ:_

）　　　）　　　　）



_ぐ〔、生勤務爺之上__馳 玉I堕廷_ぺ少lt_益還よ岱脱難近か盛昇金Å鬼ととせミ狐LA ↓

_LIALド余 鵜 塗ヽ 企式上L聴液 、軽飛襲い 引堤2響 塾 邸 品Etts現 地 _!麹 鎧51生__ V

花災並

ドつh醍 ぃ乱笠醜 蛙上っ蛇皐ュ 笠ヾ ャ

正聯I こ=二: =1=工 iI=::_

蔀 :監速鍵f石ぬ玉:Fi=⊇玉:l v

陣 、 _憲 i瑶過下聴虫i鴎胸 i
_購 聯 ●ぃ丘_禅 虫かぶ

健金丘―【半
殴金L上 _ 上 _____― ― ― ―

重 馬 1租亜 「進R丁悪 燕i紙 叩 mfO止 蕊 ―__上 上 ―

玉 頭 =式を三茎 証熱 慮 頑燕 轟 卜〉玉=亜愛玉立猛 駈
V

:|てiii=:1傘尊五五埜五五f事重 率ヽ値透三五繭 鴎 ケ
ー

二酎送レ正直正式≧卦9越 _岬 量生地上監典l追い=亜亜:め二

_翌臥_品とこ__Lぼ、ぃ、主盗墨止

|けに副 ら孝血準上 =王め=v

二重 上

=め五五孫
）　　一）　　　）



N Oー

V

干札ェ重立や ぃヽとAI率止造め↓j

il■二五車雨=dチ宝ポ蛭討て1圭上__1_上ニエ i丁下丁下=エ

五 亜 巡亜■ | =:=正 三

1剌ぜ!テ|ザ猛聯虫
1車恩兎b

(~下
~1下
菰■ ヽ と 二   '三!もヽ、高

~下
=T重球鼠:五うと上_二_隼■芋

皇隷醍:!I士
==iFiヽと重瓦 宅ゥ且〈鯨め`三キI工==1

J巡 __IX上下戦式笠主義 喝Ltボ ほぶ 差 _

G穐金二   玉 鵡 二!ぬに|=玉:雫忘をII車i瓦玉挫工生上述__

」忍 半騎 咀豊砕愛王亜登_x9L“ゝぜ転』上全_豊→琳 へめ
に面i:上ヽ上.豊 二鑓電】

|1王輪 ド4亙 :::丁

亜 工玉ドを11睡兎エ

工_AN畦 叩引とw畦出ぜヽ=め|):I噸葛= 叶ヽti熙廷蕊もめ
―――――≦―AいにT登正【畔蛙Nめ

― p FI● g Lea1 7rn(351i

事地ギ樫登止〉土上も、【ヽ
_年め）　　　）　　　　　）



）

）

一

1)

N O

_工上`_畔蛙も=はSm重|、さにTギめl_工_上_笠

=L__上準並m・邸 鰹主主ご演使崎 5

亀R畔暉イト｀母
L~L運狂圭｀虹年

一ni上 ギ曲塾__

）

）
　

）
　

）
　

）

）

_土上且
ポ m虫 ポ 豊

重 上
絆
暉 TS'・ Q

o__か翌, hヽ車ぬ!率!轟軍 雨|1邪雨にヽ i!叩耳 壺軍

亀 ド`ほギ恥虫騨lL―S 深

工二逹主主I_主主貞と淋G差蔑Ь丁
~革
革亡=豊ぶ 玉T王 !二!_上_

=丁 T:【亘轟=玉藤恋直通い rA酪 再登墓鞭資韓鵡蔓

）　　　）　　　　　）　　　　　）

_逆畳も二_生二堅狙虻十

= I禅態血空重ず姿ギ耳韮ム_⊆部b好1酢 !鵠正▼ヽ
）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）

― ― 玉玉率辟3瓦氏島患禅ど主王=
:モ雨て「専

_1壁選監上上_

=碍卜酔壺:i或:1部(慢停ぬふ亡笠

_座竪 ____

）

）

一



Bヽ

NOー

_に ぬ続 ,こNぅ、し醍 品ヽヽも輛 !崎丁Ii障 iX面醜 ご醍V 慕
=式 、とハ恵!直ぬ1と螂 融1岬通ヰ|いI=111

_  m___   ‐  ― _______

寺
 _主 盈 上 ,玉 キ正_全_凸卜孤 、化___

vl_上 _上_I_=IttGT片時め玉墨_宝ゃ雌拭めittllS~~Lb__舟 ネ
章

 !め
畔
崎 斗

_蛭 二め iwl~Lh&―
下
一 ___

_ _ _半い)千ド Jtt■―半lE式め___ _ __/
V ・【い率 三`下正キエぷ至 ■ヽ:==|~ヽ

 )ヽ
~~十 ~~、~、十~ヤ~~~ ―・

 ヽ｀
~ ~下ヤ~~~T~ 下`~~~ マ ゃ

一―――――  革 時蛙二めllt叶`ほ
―~Lblk

ミゝ 蛭ヾ工め` 【時`暉
~~Lめ済

壷轟三正三二!|ま1亡|::王輩:

―め ふもおま轟■二牛夫拓轟亙!五ヘミ駐と査郡逃と金達__

:コ茎玉:藻罪済璽革や
ri,正ェ且こ≧空

: I 蛍韮童ポ霊I : 正電墓 : 立_
― p FIln9 Lc11 7向「1ヤ35千

）　　　）　　　　　）



14・

_あ ■j

準ヽ蛤 ☆田丈墨―ヽ【ヽCR重 め士【☆ヽtET私あ―______

1馳 正 証「:邸 慮 ェめ 十よヽ岨 お r)｀ポq全と上立上室正登上_

ョヽュJ準饉め=→ヽ軽め―B

い
と

）

）

）

）

）　　　　　　）　　　）　　　　　）

― p FinO LttaF 7■IⅢ 351



ー

tS

N O

霊__地hレキ郷墜適遼極i虫隆工はたと葛狐こ述豊|)!_上__|二十

=「「魂 込_式芥碗適五は駆遜ミR頑1蓮二航宝正ポ亜醜轟嘉:≧J

=醜 、蕊直直醜輔 imm直 馳、は _五!&五_ぬ点=

=(と,ハ育孫耳|工==i

上_::五匝子品もニゴ墓酸遼玉睦夏ぬ

生劉量・〈i偽→メ代代2 じヽ狙蹴まめ隷
こ杯『巡!_

V

V

■_ぷ轟 甑 述 鍮
虫
論 め
角廠 b

は ゎヽi基克天長i憂玉ぶ醒蕊て

樺も1詣報は)=■:=|
■⇔貯,X上よ1軸猟S敬子かい問iぽ並ぶも==|=:

:1年遼盈藁1乱畠面函 二ヽ重玉碗読めi砿位蕊燕及上覇千〔1立上

_墨単_虫上獣、蹴益 . 飲ヽ丘止9醍玉_車革!工重汽_伝重 it範弱

と猟 1__狙QぬT豊陣 樟L準 豊 ゴ上鞄止AoL塾 Jス暇 塁 玉卜米 _

― p  F . 1 ● L e n i  7 r r 、「■
( 3 5



1逮克■壁占i鄭避 虫直軌〔醜

_て2.動醜 .+上 _A→ Xふ ゐ敏遇旦めSL_h険

_雌 L礎登ゅ1曲bΦ !下電通五雨

!鋤 _鱒 趙ゝ 婿 __ _

型蛙身デ〉難蔽 饉 iD也鮭 瓦、、mと イ牟婆顕亀A,こ量」

工 Fあ :P輪 尋 耐 重酪 ちi_呼(恥上逃 r馬墓 r丁め=1_工
V

堕坐ヽ __コ残_止ふn.LMp品里生逃 豊 __ ____

靴 cポヂずlilジぷ tS三`いぬめじ3鮭′`登こあ三_=め r―

ととめ登・0■_

:=工_あに玉|ぶ直めザ蓬ミに配壷酪駆 1

I_11:Ar垂職 !と玉重1馬ぬ 魏 遼艶遜==!==:=

コ逗 騒 聴 運 肇重蚤 mと証 乙ギ
芝正弱 二定 ‐=!

車[説!恵17込伝:子::二

ヒk撃 。R墨 馳並 勲 鑓 魁嵐島)

並 キ酎1涯革距L節

=め筑 ≧症 !i暉裏郵 1恥 至
― p Flng L● a17m中 ■35■



ー

ヒ亡ろ■_ニリ楽廷五豆聡誨軌恵i塾が受墨更墓駈エーー
_上DT槌 比、|り|ぬPメモ式錦m眼 ′ぁこ昼埜_慈 _二_壁倫卜分

項準_弘既半ェ立_孤_焼亜率1料=王点||ぬ:=丁=_=:下二_二===

_じ轟め鱒宰ヽ正三鱗ittSiジ(亡う垣:E離と,1」窺|=睡1動'i:玉諮蔦=

し 諭 途ま直 ミまとも議こ嗣 蕊 玉恥′碍三_必上唾 |:=|

=丁垣立才蘇面逸臣丁鶉 崎=正述為t働準並上i闘生ヌー

_更日逆蓮正臨 =鎖飽ぺ
挺趨 にぶ1耳よ樋 礎就 〔転晦睡 〔焙瓦)

_卜!も立 昼 バ 金ヽ 昼 挫 1幅 五 範 LR■ __ミヮL_十  ~

=P汽1帳 亜恵転部蓮r'弔血鰹草奪,韓 電 主iふ:正1主募 :=

!玉亜遜二ば 孫=:1雁 筑Atil蚤1吼耳。〔暉孫
1丁:MD21::=1_|

巡瑚パ生臨幽押旦T脇速上低ば '鴎撃私玉す雇玉襲遷亜塾野[正す

正三1聡ぶ亜 1と品碗 !点↓4r朱 (と

|==11土慰‐1査郵

）

）

）

）

）

）

_立_｀ヽ卜五王|■悪車拓丘==

上
鵠発栖 デヘキ

〔E購 二働
V

― p

V

代時

ケ磯片(嘔新秒cx。孤いだt〉



一
　

）

）

18

N O

れ摂強 rE能ゃ

上 こ革 め 泣 丸 蒔 諭
≧ _t准ぬどう盛 も塗蕊職 増狂 半

島_

亜墨苺重亜5広王!ih

点嘩傘換上瓦L_継 ゐ九■ __=1_玉暫il立太=i懸

=めミr恵=軸 蓋恥、速邸磁臨廷玉,逮=|て軸戻醜膜:鐘藤極邸:

遼革亜L丘=キ多
砲亜1遼随 試 凶豊1轟 t(閲 押

卜曲生!1静う札L堡武棋亜玉三澄重岱五圧融t逐豆琶亘車も百独_Iこキ砲 高戸1憂亜茎寛盃轟壷立五百

_為 島琳L墨_

! I 玉1 羊酪 虫薬r 魏醜

直ぬ〔王郵飛彊醸亜=五五静 至五五画郷〔L―磯 ザ撃 澄 J

::   玉 亀

_査 蔦重韮曲基盤塑菫望過違塑晶埜上 半
上動_セメRゼ ー鵬

重式亀=生五tci直 蕊 E連止単旦ヽ笠 二い 垂⑮ :轟碑 轟 !

）

）

）

）

！ャ　

）

）

）

）

）

）

ヤ
　

）
　

）

）
　

）

G延翠F》ヒ魁17_堪 醍 =逓麺 亡曝 弱 !止_
二めiL西直五座塗点:i郵性_理,益_半遜藤亜懸 血酌 ]|ラ盗乖

）
）

）

一

― p F119 Le317仲 rTイ35'



）

）

）

ａ
ｌ

N O

――――詣呻》眩嚇―

こ ―  ‐ ―==―i坤輔醍

恙 空直Ui=車蜜遥石己全江|=幹1聴遮ゴ駈 二

―  Fl n9ヒ caF 7司 ド 35=



力

N O

盟

／

単_________―   ― ― ―――――――
L

__▲ _______― 一――        ― ― ― ―  ― ――――――― ―――

ヽ

＼
― ― 一 ― ―

★

― ― ― ― ~~~~~― ― ― ―            ― ― 一 ― ― ― ― ― ― ―

: : = = | | = = = = = 工三ニエ ■1 1 i ▼王 王 I  I I
ゴ
/~√
  ~~ ~~~~~~―

――――――其   ― ― ______
＼

/                                                           、ヽ
一 ―       ―   一  一 ― ― ― ― ― ― ― ―

ギ

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 十 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  ― ―          ―

十

~~~~~― ― ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一

/

/

ガ ~ ~ ~   ~  ~  ~  ~
/

/

― p Flng L● 3F7■m/35 ）

）

一



_≧斡 __拭ういしi慈 _壁邁ぬ二秩|め止L亜1疋裏不玉墨重:臨蒜挿孟施正_

V 鹸 醍 ギら蔦   基 ど弱郡語i玉懸 !手ス|じ壁主間亜!墾≧

孔_鵡 _塩笠 とぃへ ふ R__■ ど_!詠転ヽ地上酷錦 L_笠 _亀生は鴎もぬ _
）　　　）　　　　　）

_芸塁妹献氣品正軍過生Q聯赴二_弧猷T艦 い住進め一二__

V 生
ぬ孔棋

蝕J埜からJ時 埠が賦 半上ぬ→ メいム菫 ]転iてヽ1広範 :耐

A半正三_＼ゝOdめ

進めr壷廷覆蓮蓮醍i理憂覇 室ヽiあ=亜め

）
　　）　　　
）

UI在重蕊 :l ac ttt昼ェ、登_!



22

）　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　！）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　）

氏駄艦半こ隣麒五t ,つ喘り

猟≧晩孔五ミ__邸醐 ‐キ母革血「ギ在け|

三ヽど万Xi亘三遼 宝主桑五ミ
|

ろぃとら:童直配姿五1:

燕融!|ど::= 軍下ごiじ:
）
　

）
　

ヤ

ヒ益

血め時_ミ凸サズx■基_上______

―単J 真募=あ蕊髄 二二111三二:1=

:千f;キ
i押
と二⊇::i::i〔i:::正逢偽ど_i】ど〔:IE]〕】査 _i:玉J、正_生半

ti]1)llt呈

）
　

）

__ 予 ぃとわ】!

__とあ

）

）

）

）

!被逓醒面千キ1座麺駆受五i転ヽ十t

htEキ め 三 上 匝 め十 二 十正益 ―― ― ___

I鐘翻正百束荻t志よ_   郡 温立証 玉亜亜五_十求`じぜ1丸醜__

）
　

）

）

）

）

）

並

― p FlnOし tざ柿  (35予



）

一　

）
N O

― ―単 ,IA土墜:豊杢I_韮_鹿卜、n亜出せ熱上玉h康、巡i__≧虚ぬ氏
t i型
通導蔚鵡韮杢郊覇謹込'凝杜鈎ぶく_ュ_  __ _

~_   CM蝋
、T出品度全ふぅ駆 動 あ在酸`衛=亜車正こ法弱 iめ

― ザ 企甲 メ英報憩が離_弘帰正三とこ菰こ+Si=部 喰正昼埜韓
~工
亜 隷 上工証 至報再転 =覇覇

=報 も|_半A京:臨 J磯 述Iめ

と
~所
ふェ__~==r~1_:_:~

― 丁=五室逮壁轟 市高正三駄ふ正電流L在塗由賊亡:尋韮脈モ 納拡ボ配醜ti:丁

こ =亜正ミ孫覧玉ご遜凍亘百【61革魂130ぽ玉:亜ふM正車nぢ私
花唾ぅ ェ:

ャ Ls金 鐘墜〔諫i両勲が幕五掩埜馬王武ろ郎頚鹿韻丁|■1_==

― _6b Xぬ 孫 下穐i:i蓮轟1己ヽ主

__豊め叉代聴 土_ヨ京 意こ|1品=頂孔二違卜>・爵
）

　

一

― _至 ムヽ .,ぃ逸_象止=

=:|エコ 11鮮,い安全
」 下丁雨諦志虚語畜百〒「11丁子11子下十√下「 TT~丁「i~

― p  F  1 9  t o 3 1 7 ●n 「‐ 3 5 ■

ー



上基ぬ■1猫錨亀aパ 1述雌 昼狙ュ

過】叫 土韮墨跳堆鯉 税 璽琉芯至馳 tま京墨壁ま食益名_々_ _

!五団過二廷醍 弧 古覗 aC―盤ぬ浸_蛍生 上しかと塁 ャ

ミ。 | すヽ舎
肢 チ代←Lぬ ヤE全互と上k勤 圧 !狼理 距 避 ,

_ 像 DIX眠 輪 チ式閣唆三EAし ｀__

cD_y瓜ラ盤s,氏載 L文【 =蕊直聡 面耳塾5

6めX汽れ転頭斉蔦lt [ヽ文kふ|=孫直正甚並_____

1彊=!豚工よ卒あぃれよ曲己蔦ね畠ム穐砥瞳〔=「益 瓦調正

D喘 品=―飾 品 避過 ・dttL_____

伍ハ吟溢.:亜運fll四鮭軌品    |1匝 X 恩全金上し_

醍 ≧へ笠沈地 上_6めE晶 璽 挑鑓 mD革 蕊 王

6 2GttЩ直並ぶ京ぃ艦埜座

もi玉:Nヽ亘瓦=1,ilト戸科廷重璽正チ:夢i亘重豆埜通!預品理こ岬 亀生十~
ムt沸令

韮亜率il唾 ―蓬更軍三i遜 上_進 _____ _ _  ヤ

ヽ ヤ

ー p Flng[e討 7巾mイ3511



2G

ｉ
　

）
　

）
　

）
　

一　
　
）
　

｝

セフQI 私県、c !献駄↓ tと`十瞳 4半昼k 車溢 五遼

:種 丁る意i

==:醍 卜甲I型「輩==‐ ・ ==

上藁上上遵 _至晦 |■=工 上上

1塩まふ3汽i(A石 てま`ヽ
~れ
ヽ1爪1芋ポ 触:亜砲三正 三=:=

=至止換1とよ雌め玉■猛亡兎墨壷逸過基五≧_SごXずか審典鴎9悩らぜヌ

オヽ愧逆BA醐・つみ←ぷr齢″

も1文=ヽヽ 地士に生とよ1軽いT輔純

笠酷
）

） __止 めm._ぬゞ 偽 品

l rril=石1乱声革王1lWと二⊇+や江_2⊇_チ!二__

__9ぬ く5恥ば wヽ崎ゝ:縦神
崎(41=:!I工:王==

1案Ifttt"〒=面 証 1子百正亜生_メめくるT66どK叶(め`全掌 ―

14琉打射基土生.血にぶ=!_!IIli11_

――
即 め
生】
翠 叶
職 量ユ愉 |二=二 =======

_ p  1  1 9 L , 3 1 7 ●う●1  3 5 1

）・　　　）　　　　）



ヤ8さ互J営逆ろキふ誕描或工_儡金!亡頓 、玉嵐:穐五五泣!″【R【i〔品

式捕)い挫拭軽田 B】じ醜 ふЪ!__

__蛭 晶 良 騨 臨 腱 1正登 餃 遡 遜 匙 晶 とLiA導 毎_し ぬ叫 絆
寧恥 強 座

ぃゴめL醍逮へ品 駐Ltth亀__ _

1澄在饉m

萌釜 i再正 式に1ゃめへ英ポ
め ポ墨 軽崇 上―五 比ら一

甲
一―

=走面1雌王貢(遠=穐正E謂遜巫砥立室醜:=i:=「 |=工!工■= :

=饉 覇 |兆革よあ轟 蕊醜 直逮 単
一 _____― ―

=?QF選挙―
〉いてめ __
_`虫ゃゝ 恵亙め__J_

子でF半――

速 処 饂 腿 I睡 血 率 玉 〉鵠 血L_竿・

二醜 砲 嗣 離 醜 1遍唖 亜 !!ぽ儡 遜 十施単~~

Aク とヽ測 茎ど生生再 氏!三覇
i=正聴玉ヒ____

五竜雖 睡 玉碑 正 五 L
― p 「 n 9 L 9 3 f 7 r ャ、ャ1 3ヽ 5 1 1

喘つ蛙駆 ▲蝉



_r桂 弟「醍郵説堂に述_R蝉 単怪XttL→命も吐狐うも ≧遠 .処 L二__

丁玉、 高ニゴ麺百西挫悪頑穐込立瓜【_狙
ー

_う 転 維 ェ.∞縦 服鞭 縄 範 と蝿 正i関藁尋 脇 !醒

卜や Xは_通 _小践週ぃ,ルぃ塗

幣奪ず半‐式理ヽか半島慧さ・壁韓
,

V

V

― p  F I 、r l  L e a F  7 r F 打卜 3 5 1



ラ食

N O

的  Fino Loaf 7輸 口
■351



_レヘ阜と韓査現拍亀馳 _Nつれ担醜とn那穐転生適頑丁1筑止惹歌 11__

【ギ掛も__且並…Lボ遼猟豊_坐1麒はぃ鍵尭)とG魂蔓生ピ命せもせ_

_孤、村、連卜n堂週薩韮齢 公磯 正ら_醍 墨A者志魂基

_拘役ぃ金醜 塾鈴低いじにIュ.ギo■■堂玉

作、A 戦 恥 い 曲 峯 半二とハ→ X A 壁 ヽじ脳 艶 欲
e 渡ェめ と並 ュ酌 控

｀
メ鞭
庫 巧′咋 畔じ

―醜

―建め半笠外/たヽ4,正全△=〉(ビ).m盗らぱ畔土塗=0

::亜東醜茎A姿襲変璽正永ホ点亙直字ふ建瓦品ま品主コ融扇RI喘ヽ抑亜王

至正韓t=煮耳覗 _ぬ0

で予↑士型:劇世にめ狙生堕_孔占代覺墨運出望醒 ご岬
眺邸魅ゝ 立り協さ半狙ぬ4∞ヽいや`じ

）　　　　　）　　　）　　　　）

軸 高5=五E藁六瀬 蓮 壁嵐はL施 里ド悩弊
勁鵡 軌 饉 ―



L槌!鰹IT浮
払氏4_格とぶ'醍韮卜益韓_巡学

玉L施 品鎗=並ぷ m

｝
　

一　
　
一　
　
）
　

一
　

）

__Eめ__   __

弘 年睡 主医愛醸ぜ璽正巡 で温
辱
IH孤正玉  酪

う製虚茎＼ぃ!1金ポ晶迅・っと_通蛙_r

! 品 施試逓不|に圧:

百強茶勇伍重1杖ご歎重攻1瓦■i亜盃=iに玉ヽ 1添拓面通遜荘

: ミづ1 正よ鹸 醸 | 1 恐f 玉五亜張酪1 至亜 i 工| = 互工 上! 三

玉 》ぜ 晶 盛 菫 鵡 碗 醜 軍 :臣 造 生め__ ____

__丘 め■弟Q逮査金些 ぃ >‐袋 銃1遜 |五五烈1瓦 |ユ_泣塑十二皇五主―

,Gこ 醜 鮭 _Attmに二

― 迫上〉 墨ヽ極上ゴ豊 だ へ上 , ! 範 ―重   こ 聴 疋畳宙許基

一　　　　　　ヤ　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　・・　　　　　　）

ヤ
　

　

）

・　

ヤ
　

）

一

_p Fln9[ea1 7mm■ 35':



___に策は■_患螺m氏 _xぃめ、ス上二!

_ムに_豹晩…_栞ぼ)Q―柴丘忍も

齢 吐p thデ1遼 ,な輸 T職 し ||ミ由が砿邸石(1

逢ふ5~応|1袋杢燕重卜拭準_曲 !→メ
ーЦふh鑓 2遡≧t奎直武

`

___丘も|ゃ阻工〕1:も.1窮王Th止蔦詭議二1覇と
'も
王=腫 |_

）
　

）

_ミに,S=丁債凍め!!|モiRどれ

直1韻癒 !導!獣べ玉と!

匝I宝蚕良:更玉=ムぃ忘玉1準艇医

ヾる も 登_ム 準ギ猟 熙彬L式∋冬S石 1違車扇h薫 =佐鵡 駅
砥_準 卜J_

_耳 墨 心上主_玉埜南 二横 熱ヽ,

ヒ巡 ―ぜ
ぺ
E崇
予
T共 ぶ 番述 r臨 品あり

州 経 塁

―単=半い甚+くう―Li:発に豪燕 t!:正

）

　

）

V

_p 「 |lng Lea1 7向m■35

）　　　）　　　　）



3と

N O

へ一ヽ
ヽ
ヽ
本
、 /

―
/

え
_ _ _

/~

)戸

/

― ― ― ― ― ―     一 ― ― ― ―    一 ― ― ―

ネ

1

― ――――――― ――――        ‐ と一___ _ _     ― ―― ―――
十

!                  1~|‐~~~  ~~~~― ―   ― ―一
千
~

一――一――――メ十   _____― ―   ― ― 一― ―     ― ―と __ ___― ― ―――

/                   メ
“

― p F‐ing L●af 7「■m■35



Bb
N O

弘雑代 遼亜
〓一　帆
一一醸

一４一れ
一ヽ

・
　

）

一
　

）

）

】

）

）

一
　

）

過 立狙瞳LミL_髄血猟阜Tbへ芯|と =温LI究弥bに葛fi亜遜

LSミヽ ,ラは翁茶鴎 単晶肉上盤126!止立:正第1醇譲
'両氏王玉生丘ぶ直r

雨 転蕊薫泰 酌 1艇 二難立__   ____

二:   醒 亜 キ施 封靭eッ品↓正'・従燕i達)!正臣泰 昼し tヽl品盟壁上ミ玉

式 正ゝ生睡   牛 醐 _金
点 い`
て革 ih

ても1馬乳応孔iふ壱玉とに確謙高京恵匡墨玉巡_と____――     ―十一―十一

! お雨さ_厳H拐姦,:===
==豆 ぺ【1式あた立上P轟 上撞亜事

―
ぺ 戸

― ― ― ― ――  ― ―― ―     ―

Nあ 虫、よ=!脱ぬ十準=鯉ユ壁立上巡_

― p F n9tc3'7● 〕口 35



NO                        _

二束屯堅旦璽亜頭|~てi医三     !ゝ:

ギ
!Lき額茎 気〔理 |い:玉!

1饉鰯走益玉飛益願了|:i睡荻
~詭
丘

代宝正三配ふ臣勁裏ネ顛醒重亜 梅晶め亨I事 :=二_1=下■:

= =い
吾d上粉符
正蔦1亜転1越酪 逸野巨〔種豆亜こ圧:

!|と、_弘堕_βも塾x挙酪 百恥玉在〔髄杢ri転が江 =

）
　

一　

　

一　

　

）ヽ

　

才）

一　

　

）

ヽ

●

じ拶 ほ謡め

上_ど硬渥墓真ど駆亜整上_|=王:

:_ふ▼正革_せ茶1率 ヰぽ函 墓薗垂
|て繭部i蕊率過

_

=孫や主郭干め!    政 蕊 ポ鴎
五こ ―

磁 盃撞全鐘、十吐め__球上_違上立〉建畦昼笠特眼 ァ____

:1重!亀!五コ醜 距醐愛困遜Iよ〔    ポ 王垂王亜玉

醜 騨 = ま五夢 茶K 蚕正ミ1 運動 |

_ p  「 n 9 [ ■3 F 7 1 l  T  3 5 ■

）
）

）



ぬ覚萎底式に向L

）

ｒヽ

ご

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

≡

）

〓

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

磐1塵持
蛙泣■!脳 _S半上_ハ■メ玉_玉墨も蕊 _

―→|=:匹翠喘幸継ぶ中ヽいヽ

鴫 喘← 1唾 :
■立 穏 ご蝸 ゝn並 ミ査鵡 玉直碗 醐 頭

:_ぬ甑i豆亜iOと出r崎 1登!狙=l早ヽ(め__B

i乙A途 基(=踊垂t麒 め 車1二王上→Xた あヽhレ抑駄!1!挙上二F垂:蔓」盈坐外

丁_査喧願悪尊虹亀薗(1

丁玉王ふ 1か■墓 透 半T年生
=壁 立 才

― p F ■ 9 Lca1 7■ヽmヤ35

V



うよ吃ら,Gf)1ぃ謝魂蛸ユぃぅ堪と_ど 正上どぃ

I 妻ヽ諄キ麹与二上

）

）

）

）

）

■1廊 醜

―ヽ昼   :年気面面め上金_

―    蛭 繋遇阻 半二4_卜墓》⊆玉    +:手 ii蚕と手は4_:′

エリ畦恥曲途逮工正   三 _____――――― ――― ― ~

）　　　　　　）　　　　　　）　　・　　　）　　　　　　）　　　　　　　　）　　　　一ャ　　　　　　）　　　　　　一

）

．　

）

）

）

）

）

）

逃 _笠立上主避量止____

ぬ VT賢膨卸漣避駄翌遼温鈴並興 1_垣≧駐

玉■_麺拠遜____

）　　　　　　　　）　　　　）　　　　　　）今
 遇 繊 黒 は

一の 品紋
警
鴨 命



_上_名ふiもエーーギ襲酎鶏二-1__ 二 _‐ 1:_ 1_上

_せれ引11_メ→_生ヽ搾遷韻猟影パ摯撻弔と単.h生

覇革|1輸`平
~甲

レ
JmsGFu狩 直流1恵:睡ェ=ri_

_品べ9 じヽ脳占螺良A今柱 J生爺遠車下'電益杏1験 ギ正1兎1直飛高i_=i

_式料=コ聯歌鉢=

V

、ヽ、、__″

V

_ギ お巡駐D__  __

玉王二透種臨直、鞄itl:艶IS埋弊=
_暉 私_≧里ネ止ミ_ふ_後どi_ ____― ―― ―  ― ――



_Q_邸鼠A上I凸涯王璽翌建塾 ゴゝ低tぬ→Ω雑典_ぬe

~~~   / ~~~~~~― ― ― ― 一 一 ― ― ― す
~～ ~~~一 ― ―一 ― r一  ― ―一 ―― ―  ― 一  ― ―  ―      ―  ―

=0三:重i吾電慈五邸 率五1運玉 基丘L唖 石正亜葉釜i!1下 V

_品手Aと=豊1と墨く比拭畔!豆函正:衷糸=恐並憂菖コ圧玉王ま v

遮陣 め弱 =ゴ V

名 報 鮭命
瓜蒔 王善 車 鮭

d

__立二_己ミ!

蝕雑血ぬ弱 菖ヽ ぬ憂工=

）

）

ャ　

）

）

）

）

■ぃば

_p FI,9[ea1 7印 ィn■ 35有



N O

__上と品立埜ぬ芝

）

）

）

）

）

）

こヽ

）

）

】

）

）

）

1鞠 il神!=生鮮

ユ _ _

め上に皐葉塁〒ェ_

Ω上独 土地ぶ益処理地迎立十m雌 藤 :軌 ょ金亜逆西転諄
玉玉更蓮憂こ侑は

ヤ
_玉 例晶__録二半上埜ぬ亀∽蕊決脱潮並_とRェ 奥虫d_晶 T咽J醜

鴨 ,ミ,・

呈:翌=齢付笠1榔【r些:耳甲亨
下 て扇下懸 i慕 弧 速 鹸 転 ヽ率 札

tx

i革関頼悪=務理正百碕証_墨鮭iチ塁+上IL撫L   _

こと_笠_____ _― ―― ―

―
オ瓜
‐―浮―亜 ‐亙塩艶轟適 氏《車頭

i地血王出巡基

「
熱 f椎

熟
岬   王 1玉遜 立 f孤正____上 J__

轡i:轡茶頭:

も_

ラ

）・　　　）　　　　）

― p

tゅ崎⇒めヌ



）
　

）竹

N 0

つ昼三ぬ的ふ!盟上Sとこ!夕|_|        ~

上比ぬ金上 の 一勢雌∬ ト

==峠壇賢草圧誰軒=工 =上「■F~

王_|==二 二i乳 埜翌 理型ずと
と一ピ斡

:ヽ:と二とと並暇 主

ヒ1亙重ュ以 上〔め

）

）

）

）

だ益は,③頌納止及__ 上           _

:ゴ,亭平≧きヽ|≡麹郵1王享空!:=|:=こ

― p Fln9 LeaF7m付 lX 35■



）

一　

）

41
N 0

‐ _ぬ _止全とめ子砲玉よ韮崎葦趨 i

_ _≧ 三_.え,奉キ玉算瀬覇醍懸京不慶益総蔦工玲藁 斉も
よ芥薬重工=

― ― 脈
岬 壁 I斗 1思 更ヽ

酌
~蕗
1蔦1輸遜立_返珊 ぃ

~

V■
う=〔軸 案丁叩 鼠生=め 鳩 忘l斌駆 恥亜 エ

_二 _1ざ再R!E軸 髄i瞳笠兆1丘 _

）

）

ャ 【輸 駈 ふtミェ鋒 睡 益 碗 1′様正醇 醜 JI降 1ヽ豪

ヤ  ______  _亜製め♪
郷
干 Q__斡

母 特
蛙 上之験,‐ ― ― ― __

▼
 五氏ミ_ミ氏、・亜灘母ど-1_

―キallモで儲――――――― ―

＼ ク′

V

聖=F狩=醗:

中  F I gヽ  L c a f  7 1 i ヽn 1 3 5



N O

神 悩よ称正_ 嘘壇晶 坑器戯 モ業線
Ⅲ …
 1 _ ■上

地運晶基.助Q訳〔働_墨_員想薫鮭玉J逍戯菫|も圧障|

lEttt主 体土竿正涯蔦蕊=五王rT[五i事蓮王==二==工工

謹燕バ:t韮土Ω二年 占畢 主主も 三_生

J益 率 ,,氏立生地 ≧途 雄■も藤1耶XI可頚革磁 ぶふ暉恵蕊 ニ

血_代〔■ざ百15嵐拡正三二

=:石 5~1様 蕊【 i報 轟 =ふ 弧 ぬt立 怠 劇 障、′x… 1

偉迪描) 氏ミ=立染塁上_二箕p宝軽宮ド
rふ
sュDLttL巡__!_     ___

工壼逮上や1民硬直茎気上⊇醜≧畳麒 _3m_っ笠)____
~~~~臨

言[高下1聯II_生へ A登

上ム ,祖 軌裏 王丘 革 豊A航 ふ ぺ拭ど` 【じ価蕊 y:

）　　　　）　　　　　　）　　　　　　）　　　　　）　　　　　　ャ　　　　　　）

_p  「 1 内9 [eaF 7rriば1(35

共モ百伴1亀耐応ヤラ22に
臨 陛 ______



）

）

）

）

）

）

）

）

】　　　　）　　　　　　）　　　　　　）

__と盤主二二養ギ羊ミJЬI玉執氏鴎 独竜=う韮二重_笠よゅ亡慈 _ャ11

工_途伍:薄聯 議事事障――――____

■|ふ宝亜1遼:i臨臣遜 __  __

上_二I=II頚雨輌 瓢雨応ミ蕊=壷:=上上上_二__:=il

へ畦ぶぅ1飾ざ引蚕五 五弔語 i

____I慰重ムミtふ1体と途ヽ1虫碇
I苺車= 芯ヽ試戸コ民孟ギ=こ王五

9

V

_生米ょ―′伊クが購拓シ岱式げら,

お【玉韮1代it ミヽLiぬT常肉もほるとよ
=Xttill~|ヽ革応―ll武|≧丁五【て嘔!

1摂
京駈亜=単益:弔駅≧も転も|!も(

生セ0且逆_FL)上Jら■,正_

二重互三i王i豆京IG正豆丁ltLi声ヽ 潤陣真瓦ビ津五

廷込土望埜工雑革i常玉:メもあ蔽:!タ

京〔こ直テ=iウ

王亜蔓蓮:証弧遜悪重郵座王王

）

）

）



喰重_止もか ユヽ≧埜ぶ
N O

!上:il l=1上_:=:理違塾出三亡:臨命Li
2

‐ヽ梅戯き2(飾拭

_卜粗二曲幾圧過出ド
'生
棋上 圧___

―            ― ― ―

:廷と嶋=11西亜1寝匡玉1

:I_F転透王ェ=を奄地_ 叶ヽ上_めぐ及邸 !

芋―いブ貯う

圭翼 壁虻些式工==上
~~~~i詢悪雨茅Rよ鞭

率 手 |

・くヽいい対く一争ふ報一h☆ヽミめ―――上→_

― a汁―_

）　　　　）　　　　　）　　　　　　）　　　）　　　　　）

車     「|い。 tCa1 7口 n■ 3511

え



イS

N O

モ 9 キ 純 ゴ 革 丸せ土鏃 t 地速 らと笠腔 上鵬

―= 京ヽ正=睡即め=Om上ら代ふ、tャ        み崎うゃ

‐
 ⊇ 生ン豊与 亡C肛 撞■t勘41,m正 狙ぃ

止め <らに

― 上 基 登_上h晩 _玉 1止 10iぽ 醜 _エ

こ:F‐全野 11誰ぎ喘ⅢⅢ響
:_千丁:弘ヰ_貯蒋

―
下遼 過 正:=茅武+遼而 本基ミ抗 こと軍 1孫嗣 匝述

_工 ⊇_達Ai繭両1直工虻柿 ≧代ぶ高醜革亨
:革五こ!車 エーI

上ムぃ,

嶋蕊=!静対4丁 革Aば五五|ハ 偽)

_ と花ろ亀!

）

）
__玉ェ心16圧::i:遠上玉亘il雨百1裏_生範望12b控基過_

）　　　　　　」　　　　）　　　　）

空+押 倍洋 +キ 拳窒+ふ峨 争
―― め

― p  F IIヽ, tCat 7rn「 1 36



“
綿 騨 卜様 将 醐

購 討
―― 十 ~

虫逸巡 二掩 褪 臥7亜 耶
玉―喧亜直重室諌百:逢塗財る悪蕗 IR笠 |_下

: 1 1 下B 年二揮正電   i ≧ 藤 1 圧塩蘇1 仇至m l = 瞳ゥ _  _ _

蜂弱三≧埠略 :_覗 _ふ立_____生 _

_J上芝魂

7ぞ __革t遠    眼 ホ 烈縫鴎こ韓正

_単 錨類義)

ぶ丁1酪 1 式 i鞄:醍

ぜ郵 恋式郵 好頭降 !甲遜 孫
赴其購 卦 ,ゥ

11鱒引|(i革悪遍亜亜:

V

i玉 _12と王王:ヨ恵玉主ぜ宅至二!醐 !唾



）

）
N O

_ __ 花 支|

t__ 醜
三__跳銚 蛙 ぬゴめ チーLF愚 立

こ発生nポめ‐ ―
発諄主J芯=革=|=

い

ご::|)丁亜T:ヨE草手阜ユI!11肇キ
秋t喘4牝称ど`押(卜もこ示

ご 1_=二=二!亜u応ム遼Illlさヽゝ上ど轟蘊干もb亜覇ほ鯉 了1め1面iil_

こ
=暉 宜夏1払 ド`て髄ヒ摂革

!1奄=:夏11=■ _=工__

~‐
fWヽ 止ふ =弾 室頑玉 述|ば 二荒 即 離

v_ド 林ド札丁ミ]王!格■軍干
京ヽと

▼
ェ歌はネ直轟 〔=`圧

ぎ略ェ挙
媒雄 ≧郊

― p Fng障 3f7Ⅲ「1 35



）
　

　

一

lm載 巫 XI芋 叩 t五=事 i屯ゝ=|::工 !=: ご

1_笛 塁革 弱 玉暮
=:羊 OI工 )沖 送 蜘 ば暇 過 SL済

―

はいふ功卜】式ゝ・I
― ― ― ― ― ― ― |

聯ぬ___上 ___

工至墓
卒
上―
事
|―
埠
立 上め敬ド 翠 響  ―

~

ヽr ヽ    か 、  いヽ   ″  ミ■ヽ                    ｀ 一′

狩ヽ《任輪 5 ( 流済  ~

）
　

一　

　

一

=玉五三品〈li「NE】面募正三

|

― ― ― 一 ―    ―     ― 十  一 ― ― ― ― 十 一 ― ― 一 ― ――

十

一

≦革1師壷学1芋師匝手| び ⇔三:
）　　）　　　）　　　≡

球帥d→ ―



）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

空笠―ヽ 直 Xマ
百転
巧郡
兎迎蝶悪下下=

=亜 亜 =率 革 彊
ズ溢 と酷 一本

__06動 J壮 上、ニミ|| 百ヽ筑正撫盛将亜餡卜芝ot品蛙_≧≧ドら

:斥鞠|〔tギ,ⅢI
1丁:石下ri極 15C命魂!褒ミLA止氏i二

二!___二_I丸占t _ 弥性,比 _
― ―叩め→       ― ―>饒!

漁ヾ必コミjと1騒 _止め益 亘容ス聴に止二

i硫 =i師 〒項蘭孫 ,単→_ミ準r鯉一蛙 上準
≦_代甲
【Ⅲと弘 十里豊~~

代代1年1鷺極へ!と!堰Eeハト丸上ュ_

畔
並 ―

ヤ

V

ド
！
血

― p FlnO Le317■ m 35



島湖め鼠盛鎧d上___1_二 _上

吐 畳ti二上__ ___― ―  ― ――  ―

_も っL上
岬
途 上朴 比m2金 _惟ぬ ュ ぃ,難 “_

付 ≦汁
― ―

一学
一　

　

一

）

）

_上AI兆 笠玉鴎 ュ十  ~~~~~― ――――――――一 ―――――― ――

工碩喚車額下  夢 溺瓦 m玉 丁立≧瓦p盲死二L上 下 v

::輩‐押壁要1馴轡1博1雪11空工 ご
羊ぶ践にヽ

=_ェ1轡艶|=些螢母章|=課1旺坤1・=!二丁下三=こ

_p 「 |■9ヒOaF 7口付ヽイ35f

）

）

）

）



V

V

牙槌蚤i4Hど命拭ウヽ胡裁横よ位践点秘熟場ぬ品Rとti蛙ヽ
・
】袋盤

|に代らit覇難!1為弧品五うit六→弟会と爪R洩ざ沐ぱ亀.

|   い
・
う点じ榔亀AQ貯碇兵めぃ

■ヽメ血I南1点ti蛙せ革|

うふ血1_態ゃ1斉Ⅲ61せ 全俺【は|い
だ湘統式転itt式堪遊会L孔ヽ1_|

=騎 夢
~七
い蕊 |らヽ     _

・‐・特塩よキ|‐i tCとい母11め■■_■‐|
ヘ
ジ
翁

　

！

一

ｔ

　

ｉ　

　

一

一
５

　

　

一　

　

！

！　

　

一
　

　

一　

　

　

一

！
５

　

一
　

一

額
一・

，偽

　

喘
，

ヽ

ゃ

作

＼

=ど―ヽ‐F節ヽ |1輪世ヽ|1予1中
一
ぺ 1 崎    ―

帆ともも花1隠代
遜 ! .  ~ ~ ~ | ■

C式iL距tA!与lx武

0:ROd積嗚|

亮1藤1瀬:筑廷!

――ら

l`Rい④F9ド
'一

嗽慮= 1ヽ醜ハ徹 だ撫 !勧h

ミ(L正1亡わせ|ミ(文,求1)準博ふ止聡品|

ヤー遠1か:式は'三丘と ■1 1
― p 「  |,Lca1 7■ n… 35

）

）

）



|ヽ rゼ予_ミ K (廷 丘 十Lめ と'革 _ !弘晩 .

・叫Q式 建plぺ て革 :! へヽ 石r坤速I亀
χ _

_stいゃゃゝめ準:ぬ1・_主引しヽ■遼10甑 `11玉王違蛮さ

氏ミ上x+r)い nl生 工批木品毛i二単止め1=五__ぺ _正貞ヌ硬エ

_上ェ内|,ネ笛孤登がつ、塊 亀n_

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）
　

一
　

）
　

一
　

】
　

ナ
　

）

一
　

）
　

）
　

）

_p  「  F。 と.a17庁 F1 35

）　　　　）　　　　　　）



ー

恥

N O

監とNttllt棋鵬よかい性

__い集独地遼塗ぬ立ぺ如単独賞卜熱ぽ軽ぃ盈式`宝要液転:

ろ梓、孤小恐11亡ふ拭惹姦皐掛ぬはユ弧、ヽ笹ど抱生均 卜ヽと[岳ヽ_

車ぬiSよ転銭ふよ漁《1鶏鉢iよL.1

1 ! 鵠ふ志|ミ響蛤は|~ i   ■ |

Qilもよねも発発シ筆奪liIIも式や将発控立金曝1

1X卜1均ポ転組醒価|ポlilXようむ竜求ヽ芝室押氏ま

ドい措述LS 2ヽ冷弘

k――iSよ基軌じ岬鵡兆犠|

ri、ハ転 に往ふュ式崎
~車
1緯曲 → Xド Xつに独蛍へ亀′

dネ馬理虹〔鍵憩品績INを
丸J亡:$ぬに術高

~|=1_

p干と電嗣に1直=上騨低=▼め4を___

―は`半い醜 1貨押かなN亡:鮮働じ孤良―

やヒさX議 瓜|五直i

はも専武主主癒 |ぃ益諭■

典騨ほ
―単翁く4

‐
鼠1早1暫理

就ミ駅直唇曲‐W転報 曲 L_
）

）

）



丁てh ぎヽ酎 金VttX直雨!登キぎi軸チ百五チ迪航i迪蓮1磯

_ _  | こ撫L⊇T←軸 穐ダ率ヽい=歌=―

!1石石卒士蕊
~調
だズ醜 〔て坤

:1駈1点毛上京i堆碑
= I=rl亡 鉦iP直文純_正と亡ェ1弾 軍酪Ξ !―

1品 下`豆=昼allii01上正濯ェ策に疲車本
'蕊 |チ_玉L特遜幹懸=

）

）

Q亜∋偽ヽL掛上い丁Wと丸iN亡と率翁i上ます疋二醍 __夢花左_

つ_【ぐY曲 _上こE)準 性にTも 二―字並 Rキ〔狭 。狂 ュヽた _

_Цとぃ̀ぜ狩
拭壇品弧

Q=軍 め くヽ下亜三ヽ1打コ抽≦〔雄 11上輌助 遍弧島込理|_

砲】戦戦挙ど基:=ぱ次_節 準』許I豹

）

）

）

）

一
　

）

）

）

）

）

ヽ

― p 「 「l g  L ●●F 7 i r ェ・3 5

）　　　　　　）　　　）　　　　　）　　　　一



一
　

！
　

．　

　

　

　

　

　

　

一
　

！　

　

　

一
　

一

伴

！
■

一
一

一
！
〓

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

【報(ほ渋芋_拍沖めやつ
とどをR,

!左!1氏黛は備h燕 さFi般過 夕いは猫筑軌、虫式!立煎bいよ=|

一
色！≧

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

‐輪
一
畔一求

‐

ヽ

１

ヽ

、

玉菰さ生蔽i晩蛙 !豊評 引Eじ.S臥1亡盈鼻耐問hに' 1ヽ謙革

~

=:戦さ軌醒亜僻喧鴎 ・

11争i■i静1苦Tキヤ・
_p l



セ逮上_銚 Cc庶(lS虻三蚤ざど4ネロ選Lキ益十弟r 論 と

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

玉ヽ弱 ェいt亡式重1扶1い| 京ヽ呼 定1玉$蛭パ巧王=_

恥土獄 す聯■理至 (よぐや岐野デデ.I準正 報ヽ屯ギ:聯 !稲

)基正監鼻
1鑑車|1蚤監やt働い盈串 済

メI面:~軸強11 RAぃ=:QAハ京喰塑壁止岳j::

）
　

）

じヽと|   _

li弟〔二めモ善著1熱1臨‐文き業:

）

）

一
　

）

）

）

― p F IL● ョ17コr 35

）　　　）　　　　）



―

V

ヽ

!    /,、   /
_ _  _ _   ! _ t i  /

/   ―
/ _ _ _ _
/
/
/~  /      ~ ~

/       ― ―   ―

/
/      ―

/~     ′
   ~ ~              ~   ~
/

_ p  r Ⅲ ‐‐t ,■ 7 1 ■  3 8



）

）

）
N O

_Aぃ
｀
1 勁Tt喘も_過:_陣ふこつ卜上_挑単

愚去曲干0腹へ出学Wim二上京=

th―1/&.生rめ卜N導_タ

_$蕊 _韓ふ丁Wあ血_瞬下ヽ五1面坐_麟千税1主だ

堡翁:二蔵丁ヽれ革上生
~言
韓止買士:il唾西亜H~ ぬヽ証鬼_鈍い点riぬ

‐逮ホ中【‐饉6奄

規う孔.ミ2卜も弾 飾 総 !式 ・に曲 毘_速 革軸 i(伊
送 葛

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

―

、

‐

、

め

　

一め

活

　

！は
い

圭2生 1単菊X萱!L√i=:

6も_贔 _1重iて1 せヽ_IQ章癌謹正11恥せ代

上_にも` あ 型虫嶺 c亀院血範介奪重夏壷住i

― p Fing[● a17仰|¬(35 ）　　　　　）



ー

ー

V

ら夕〉oは C翁 亡めぜと革 ` Bヽ逆≧ゴゴ)ネエごポ 韻′ゝギ
∵キめぬ!は及或心亡

｀
1

―いざキヽせへ=Qも|→b iC経演十1。inl代占ュ_|■
¬説が ≧説駆

'選

楢さ
捕車〔へ|!集めと虜

~

と壱魂 ィ峰 L r  t t e 餌働 試 倍
Q へ T 欲 卜筑 上?

ヒほ 民主
i(曽
曲嵐,_

ぺヽt品ヽ4とli革菰車どBメ十1■

職■,よ手品スらぱ    ―   _

車``ここ
と輪重2を_

滞FI懸叩 t年もめ■付す岳執苺||=占

1認fポ厳ま

一照

）　　　）　　　　　）



あo

N O

―一――― ―一一――――― ――― ― ― ―――――一一― ―――  ―へ

―          一   ――Ц― ―  ――――― 一一― ―

ヽ
1

― ― ―一―――― ―   ― ―― ―一―――一―――― ―― ――――― ― ―
十 一
ヽ

ヽ

ヽ

上軽エ

_上ヂ
／

_p F g tta1 7口 |●'3こ ）　　　　　）



）

】

）

）

）

ー

―

も

V

―

N O

宅ヮ 転二羽!9ヾ1や嚇ぃ幾 こ陥あ|も曲臆ぃ喰身壁ボ濃駐め !

|ィ鍵 よ奪ま人|ぶフ高線 ぃ珂蚤益よや購品点よ摯京Ⅲ氏離玉■うど

糸 鴨 T醜 い TttN違 ぃK亀軌)膨 卜埠鴫
い発ぬ騒艶 神 恥

ぅよ岱適卜ヽ 抗も隆1代ヽふ鎌 1健慈ぬ鍵_生ヽス毛脇鹸醒ぬ僕tめh

玲八髄 務佼顛志貌 醜 とぃ秘 1本酪ぃと|ほA蕊上ふ!駆よ換

主志litあル|しいや1哺1下1鈍ぬ→料 111駐瓶急担ぬ1凝低立曳

ぺ外母独いだ希状鉢亀LttL重塩h島。とぃ笙畿いめへ乏ぃヽ■機ぜiぬト

にぶっキ魂=束う|ギぱ京鶴鳴ピ整幾磯ぷ韓【L__

干里―  稲 晨轡容やや
:

i!IY:_とまヽ11■々|!_「T:Y!__~方it_

i el・レ|しド   肉 低ヽ古鳩歎資も|マいよニパ叔拶該さド颯七意:銘毬:

欲〔働LI舎止ェ臨 1蜂島ぷ瓜蕊郵評も議遂頷菓よ埠玉盈蔦鰹章駈I

汽芯‐WF〒‐警ざヽ!||11_
対1沖折礎基軸

rヮ、ぉ往瑠,式球→Y甫撚q締早輯tttt聯はXよ閤鐘慕韓

Q 武ゝ運量錦尋 蝕Δ筆 め 丁I｀■ア 荏:=工 |

!¥|!

）　
　
　
　
）ヽ
　　　）　
　
　
　
）

_p 「 l it― :117,ヤ 1 15



沼2

N 0

_1__14試|ぱぐ―)三く玉・く)11軽X, eヾ[▼ ― !
_主 ぬ闘 郡鴎 並 や輯 とに暖 鉢 ゃ_配 k―

―
暇 畦 ぬ 亜 _二LL__

W・ =ゞ「爪,議 _ミ砥|ぬナ苺ぱ′つい▼芸めx潔ぬR,

_優 ヨ鵡劇塾巡神率 (抗ボ癒 1率品づ群 :W≦ rlぼ

て恵ぱ 逆》下くずは証>=!建 !濯=〔遭王 =

==互部 フヽ撚軸ケ韓1購=百!遠転1将ぜ とヽヽT 亀ゝ稔i :ヽ筑亡!

下T=ぎ ||■〈
捺
代!L範  〔邸〔1子W)「こは1マbti偽、と母論

く軌主螂 畷′あNウ Iエ

ー至め下ド耽弧 ◇式ぽ市覇裏=li速亜亜由準も(外騒声丁

=i下はお輛血うRあ望証挙直毎下=:i=下:

Cじ■車拠_ェ降ヽわ:配ゴエ&C めヽ!_i_

）

）

）　　　　）　　　　　）　　　　）　　　　）　　　　　）　　　　）　　　　　）　　　　）　　　　　）　　　　）　　　　）　　　　　　）　　　）　　　　）

_p「 ぅっL.■|「■口 38



V

ー

V

V

どЬ

N O

）

）

）

も tヽ'三範 t`的 凸
載f玉
止崎 い抗 醜 止悶、髄 トヾ

i __   め 、広堰猫卜11酎蔦ュ抗し醜 t iri

く立i(うビ1特購封翌め

■m臨 議ぬ 下、!玉抗やかヽ⇔ぜH▲軌や外上

》笹主弱卜■摯 ふ札喘畳甑素lilあ|ホ毎す
二的 ■:転

'    こ 転品孔黙諄=こ臨蕊ふ転戯過め下1償ば声メ

鳩鴨畳)|うヾヽヽ弔十幌こi弔|うぃ後̀ 比ズF車いtぬ「(ぬ1:晶モヽべつhヒi製底

叶I想働→X |ヽ'軽上っ恥裕韓 ! _

_tttb i登準,時代_氏地へ __

銀‐め _  __ __

ぬAヽいデヽぃtSめ_
11いIず針ニゴ十= 蕊`ゴ・ポ!=1 1== ||工!11 1

A卜、も・ゃ金)→卜ヽ
'内・!ぱ離 NヽうHじ|1醍1亡革二|ヱぬ囁:tl佼品蔽

||や谷武||ITRュ_はt岱→卜温恥aポホど――tぬヒ〔ぬ:=綿張ヽ 工!

_G≧鮮め 往瑠ヮ,26め1二!玉め.___

|■11■■平は喰Fiと文は Iヽ丁
くンC N O 平) |  ‐ , | ●t 白- 7 1 ■  3 5

ｔ　　　）　　　　　）



N O

工 祉上_上卜x■避送ぬ恭任担蟹線と温 _二_上_工 上_11__

_ひ 蝉 O Na_1上レぬ鼻ハ 横
、
高磁 蚤ゴ'一  ― ―  ― ―

ネ醜!韓め に筑半重襲 1信::佼〔ポ事iurEf

工 下::iti雀!ぬ=京崎寸ri研と_岨 Si圭_蘇〔ぽi_工=:il三==_上

工|111=1鴎化,_軽=殴ジ|_1=  i==■= :工 ::1 1:i::I

!_LD lly京=X玉→ St裏 =i!=工 = =i i= |=i=

|、妊 m=牛 T頑=I云ぬ魂 酬 査ヽ 玉Tlll墨も=:=!=I

■1_・4th正墓11やEt冷I=!!  __  十~ ~~~  ~― 丁
i!:■|うに1ご正ふ熱予駈 =1与牲1亘1亜噴FI

!イ=溢 銃願|ヰ上ポ酸!メ11
_  半 崎■辞_〔ぜi集め=!!達卒略)==|=■'こ

）

）

）

）

）
こ

）

）

）

）

）

）

）

）

I_迄塗鶏f丁=

G愛 め丼温tもエーぬ旦品鵡__ __ _

: = 下志1 聡髄 豆生ぬ肱めL 遅輝 W 曲笠: 請と理事= ( 艇邸 _

下F氏 良 (証騒チY正=〉,止 _____― 企

迄換,頚那1正←群め上気ほ

）

）

）

）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　　　！）　　　　）　　　　　）

_ p 「  J  ● f l 1  7 「T 1  3 5



〆

ー

ー

V

V

V

V

■くヽゆ |ド》=ザ叶IEめ
   ―

_卜・,
:ギ朴
=)逆 __ こE!号)L_

■現狩全瞳t齢穐ふぜ鶏cMは bi詠 へ
て簡戴まや・ア直兎眼 il

油二)戒 I聡轟 t芭酌 _ぃ うにム隙 血 為ゆ拡転立て志年1駆進職

堪!心も,Cめ,tらWL CSとでぬ■報輸野…_    _   __   _

心||ネ
辛
はt働ぼ務 |↓鱒嚇1粛齢距

々
il万港蚤Sエイ51に汽丁ヽ 良

い|1輔鶏子11ぬい紙京方ぷ頬歎鼠穐慈占iこlLiWttw.~埠は6

に'RAL

―ぜ―頌や‐

聰ヽ 、上飾

ギ‐ジ



）
　

）

N O

立玉L 一寺土地晶や塗黄睦立上!  上: 二 ! _ ~ 上 ! 二上

_潮い品ちべ, Dヽl■ ド圏地畳立ばク1拡ぬえ(ぬ■温闘挫二年5,

■ぬ1働ど|ぬ〔ぬ煮軸 ltiケ伎蔵ピ
',1====|

）

）
　

）

）

）

）

｝

一

）

一

淳1下草 軒
i兎:i町1盃玉:墨正

北逮墨二1務|■1温困蓬憂轟=::

官ごこ球め= 1ヽ吋下lltW査屯i菖蕊五廼答も!
ャ　　　　　）　　　　）　　　　）　　　　　　）　　　）　　　　）

中  |  , Ⅲ Ⅲr  7 「n「 3 5



▼

ー

― '

―

V

V

可1拭tめ→メヽ鞄魯ゴ外ふ“

=砲性走ぬdも燕|`_以上どヽ脱ぶ施鈴ゴ生るtLめ

rり、へ英&_1釈笛杢京じhtl凶置叶ぃし凝.

式―供Q→ メ嶋裸 能 早購1亡韓 ,あ亡五抑よ

2っひ揚キR岱鐘」!

ぬ下.代誌車ド r i _

偽■■岳閣亀時h L ぬ鴫Ⅲ圏臥ふ卜恥錦引も躍 1 1 1

騎 悌 め |¬卜防瑚訂距鶏 十式
的
へ
い
ぜ
土醜 ひを〒 伎ぽ と主的

■ |■ SIIゴ ぽお 千直e職  _上

あ:点ヽlt= 花ヽiまぱ弱ふ改ぜよ"醜歎士慕=11__

11めI_i脂桂thトヤ六も こヽbk革】雑魚拭=|ぽilR点輸=:

Ⅲ喉 lla生上`処 :1醸1車魂 ギ鋭艶蕩 ―――

下n蝉 孤いど鶴 フヽ26s蛸!Wiば1 サゞポ I議慕 上速|

蛇L卒まも懸

ミい 1革斡導辞SI醜 li玉在雑酬 〉

_p「

V

爪疋ンt滑へお対Y韻ハ



N O

め
一　

　

　

一

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

■
葛

い
　
　
一　
　
！

屯
一喘

ノ
　
　
　
　
一　
　
ヽ

！

１
１

１

　

　

　

　

一　

　

　

ヽ

Ｌ

一Ｅ

性
一酬
賦 ）

）

■5:NIあ石,W_寧:豆ここ(食愛工玉正1式は墨ユ額騨騒賓亜説 _こ
ハ

哨 :醐鶏 醜 :学下濡 亙氏
ミ恥m到 ミTttt生 ど

うL上 ヤ

="キ 百臥士遜|=弔正将i転兎斉遜Bぐ証 ダ=二=こ

1及.ギ花式:1甑転換ゴご「気事

令モ強韓鴫在_気1式i 迅ヽ軍礎

tちザ|,ぬヽ干k玉京l TEこ肢【 !瓜|1達と:てヽE轍 1蕊蕊_寄転遼 _′

■文転蕊千赴―郊 ―m ヽ X 蕊
1 立よう陣 五玉1 年哺玉百丁

≧ン|(9トホ社ピ_醜

i酪抱めに亡!容税に動 ヽ

一

↓

一

・

一

一

一

巧に MヽttFNこ蔦Lぺた
~将
百 ）

）

）



ー

と
ク

ヽR ネヽ容兼 雄上卜i・_‐,時ゃぶ卜と,― !―       !― |

N ldl重Iに安ヽ(=ヨ韓Fゃn)い 品|!ょぃ モ許 II■    |

と亡々泣'ぉヽ孔ヽぉぃ 母`昼J寸モ】(|、ヽキDi碓 c辞戦抑戴めやヽこ)〔はい4'子ヽ,1ヽ働Li品

Pヽヽ 111孔【と思働〉_

鳩ぺも`:魂古コ寸よも声ドドにめ: 建ヽ``とキ■

I DII氏!名雑専いぃ―ヒヽど埜先生工|― ■ ■| ||

itミとど,Dn和 か毎tるでく:ネせる戸キギ低i筆心はヽ幾 (冷壁 上,抑こ、め違め

=式1諮石苺いあT法 虚ヽ来はかゝ
土
暇芸血
T幣虚も|いう` ===

1竜 正| 品ヽ 号1生
伸と|、ゃギ)半坪

墨背武`ゃ雑にセ吊う

|【1輪1蜘ぬ■歎!点rを__ _

|あ1懲ゅ い 1耐札車ド 坤 磁た転翁
丸毛鵡

|も草とキ1酷・患雑ぜ
健酬 ・騨

r品,掛け単m鮮
―
 群 ゆドわ

二
時崎> '`(b串叶tF3)一

l l督ミ予,
準ヽ旺革)一ゃt t t Cま城〉とヽ

~ ミ
幣＼G聡ポ心幣ゃぽめ

tt  ヽ `″ Aヽ     一~~ ~~  ‐ tr  ヽrt,ちドヽ ■―

鑓ベ
ヘ1下

―― ―  ・ ――――  ― ―一、幣ポαttiエネ、、〔やう ~）　　　）　　　
）

ミ
艦 i民や滑規
ぢ)屯

ヽ
‐
選めゆ―隷 隅ゝめヽま



N O

）

）

）

ヒ淳…………===―
― ― ― ―

宅

_4_
< _ と_

'【_ _

）
　

）

）

）
　

）

）

時ぜ選`
一
半郎
一
成消卜
<キ

）　　　　　　）　　　　　　）

r京どヽE悪庵「_l転畝品Q艇感そ醜 r瑯 |1屯施逮b弔 上図もつ X監

軋羽t丼$醍 墨 |ミ常
a` ttt勘ェ弘翻壁 tはい志ぷ塁デDR覗蛙

臨
軸詳
ぶ弾 ・`下ヽ A【恐X生めヒ暉本るヽ嵐R‐弾 _下尽供阻遜島

騎 可■島齢 怖hレ醍 ■ 職 翠 邸′ル

ネ==ヤはt翁

卜に ぬ A鴨町坤
暴工ち仏 温 ‐ぬ!び百

'醜
上

6仙脚よ手

）

）

）

）

）

）

）　　　　　　）　　　　　　　）　　　　）　　　　　　）

― p  ● 1 l f  L ■J 7 , 中  3 5



め Qにっ、と!I_ゃヽ気偽1鴫C必民妖lsA砥
いず1軌曲 試愉 Ⅲ

7鶏品 丁心と■〕髄 強庫礎d,も 、常ヽ
、と瞭・

G じ 、とLえ やi鵠 卜孤ぃ。じぃ久し
｀
t娘 温 ふ 全へはざゝ |はt宅登笠1 1 _【,句′礎魂′

も

W色身9:つ帆,ふfn≧五j拓代
ヽ

―

Ｉ

Ａ

及

！

ヽ

Ａ

狩一一　
一

及

一

一

λ

　

　

！

塩
性
ヽ
１
１
１

一一
！　

　

一

唱

一

常

一

！　

一
　

　

・

一め率
■
ヽ
― :::【:、  と

Ⅵ卜.え主嘉らに燕 lln愚汽酪 い磁寒
,`忘ユ輸 購 1持ヽ

′
軽hr

■  :1 tヽ翁→|や(ふ幣ぷSC懲―――
II点苦il=|ネ常` |や醍注軸 式よ二11キまぼST奇 酎孤

曳

こ曲壁Sぬ1弧,

X

_ 現ヽ,績甲 tttr Xもヽ玄1暇執鳥 4_

負韮鐘M迦雌_mQは(めと_転〕抗もV鶏式て1■こぬ導 ちヽ工|

代生ミに使、酎綺特氏1じ恥、堤腕温
二輸 i点よ騒 ld,M住挽轍立l戦

弘連【もに 生ヽ品_出.喪ヽ|ゃに瓢薄鵡杏京R蚤甘どキなムふt,_

騎 .ふ槌瑞軒翠韮卜h,玉も ■打へ` 欲よ流1芝》| 品`tii

一狭

昨 ,駄羊品よ的絆 振ヽ
Tcゃ

― p

年に立酌導もな儲■めぃ靖にう1仏峰磯氏押 ミ購Stあよ=、



11ふ札亀■韓とことぺ、 __下       1

）

‥

）

）

）

）

）

）

）

）

）
）

）

）

）

）

）

）

）

ャ

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

下J魂麺血 蝕め境
亨電素IIXキ]慕 軒!魚部輛耶卒

!ェ_■■恵百穏1薫ぬ格:丁=IX:―I:=~:丁b

■1対下嘘百
~、
環許熱
AI賊子I■ ||==■ __|

韓 【
ぺ
へi卜 ぬ馬 轟 =歌ビi氏感!逗亜 1主ゑ聴 =晶`

11下i_欲〔もつ_X上ラ企炒誌〔湿 中 轟 墨 十L扶とろユ‖Rム堪とD虫

採ふド挙聡,Fまヽ駐上

ぬ下汽弱題.

石:頭i瓦転 萌両1購

上_鞄鮭弱 ミ徹 朱
ユ聴7征耶よ轟1懸武酪 と桂―ノ

千十1=|1願転蕊

:ボ総L卜.螂 早岱革単蝕め→卜ゞ

_p r r.1と t,a17「ヽ ■ヽ 35


